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茅野市は国特別史跡尖石遺跡、国史跡上ノ段遺跡を始め

とする数多くの縄文時代遺跡がある縄文文化の宝庫です。
ここに報告する新井下遺跡は、この茅野市にある縄文時代
から平安時代にかけての遺跡です。

本遺跡が位置する湖東地区では平成 4年度に調査された

縄文時代の大集落「中ッ原遺跡」が早 くから知 られていま

したが、新井下遺跡も大正時代に信濃教育会諏訪部会から

発行された『諏訪史第一谷』の先史時代遺物発見地名表に

記載されています。

昭和33年、北部中学校の新築工事に伴い、宮坂英式氏ら

によって一部調査が行われましたが、遺跡の大半は造成で

湮減 したとされていました。

平成 5年、北部中学校の東側に湖東保育園が移転新築さ

れることになり、それに伴って遺跡の緊急発掘調査 を実施

しました。その結果、縄文時代の住居址35軒、平安時代の

住居l■ 5軒など多くの遺構が確認されました。

発掘された新井下遺跡の貴重な文化遺産 と共に、本書が

多 くの人々に広 く活用され、また郷土を知 り学ぶことで、

地域文化の向上に役立てば幸いです。

最後になりましたが発掘調査から本書の作成までご協力
いただいた地元の皆さんに厚 くお礼を申し上げる次第であ

ります。

平成 6年 3月

茅野市教育委員会

教育長 両 角 昭 二



例    言

1.本書は、茅野市立湖東保育園移転建設工事に伴い茅野市教育委員会文化財調査室が実施した

「長野県茅野市湖東新井下遺跡」の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は茅野市教育委員会が平成 5年度に実施した。調査の組織等の名簿は発掘調査組織

として第H章第 3節に別載 してある。

3.発掘調査は平成 5年 4月 5日 から7月 23日 まで実施し、出土品の整理及び報告書の作成は平

成 5年 7月 26日 から平成 6年 3月 25日 まで茅野市文化財調査室において行った。

4.発掘調査から本書作成までの現歩 と、執筆は百瀬一郎が担当した。

5。 本報告書に掲載の遺構実測図は、1/60の縮尺とした。遺物は縄文時代の上器を1/6、 石器は

1/3、 平安時代の遺物を1/4を 原則として、縮尺比の異なるもののみ比率を記 してある。

石器の分類は赤堀彰子が担当した。

6.調査区の基準点は国家座標基準点による。また遺構図面上に表されている北は座標北を示

す。

7。 本報告にかかわる出土品、諸記録は茅野市文化財調査室で収蔵、保管されている。
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第 2図 調査グリット設定図
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第 1図  遺跡の位置
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第 I章 調査の経緯

第 1節 発掘調査に至る経過

昭和37年茅野市湖東新井下地籍に建築 された湖東保育園の老朽、狭際による移転新築に伴 い、

北部中学校東側の畑地が建設予定地に決定 した。 移転予定地周辺は以前から新井下遺跡の一部

とされてお り、予定地のほぼ全面が造成されることになったため協議の結果、茅野市教育委員会

が4000m2以上の発掘調査 を実施 し、記録保存を行 うこととなった。

新井下遺跡の発掘調査は平成 5年 4月 5日 か ら 7月 23日 まで行われた。

なお新井下遺跡の名称について昭和36年発行の『湖東村史上』 と、昭和43年発行の『諏訪史蹟

要項24茅野市湖東篇』において南原遺跡 とされているが、調査区内の月ヽ字名は全て新井下で、大

正13年刊行の『諏訪史』第一谷、昭和33年 の宮坂英式氏の [日 記 ]、 昭和61年発行の『茅野市史

上巻』、平成 3年版『茅野市遺跡台帳』等にも新井下遺跡 としてあるので、本報告書においても

新井下遺跡を使用 した。

第H章 調査の方法

第 1節 調査区の設定 (第 2図 )

新井下遺跡は本格的な発掘調査をされたことがないまま開発が進み、規模や内容について もか

なりの量の上器や石器が出上 したとされているが、全体像は不明であった。そこで、調査はまず

遺跡の範囲を確定するため湖東保育園移転予定地全面に トレンチを合計26本入れた。その結果ほ

ぼ全域にわたって遺構が確認されたため、換地予定地を除 くほぼ全面 (図版 2)を調査対象区に

設定 した。調査区はかつて一枚の桑畑であったが、養蚕が衰えると共に分割され野菜畑や花井畑

に作付けを替えてきてお り、この時以降、農業機械による深耕で全体の 3割ほどがハー ドローム

層内まで荒 らされていた。表土崇Jぎ は攪乱されている部分についても残存 しているローム検 出面

上 までとし、それより下層については攪乱部 も手掘 りをすることにした。グリットの設定は公共

座標 X=2610.000、 Y=-25450.000を 基準軸 とし10m四 方の大グリットの中に 2m四方の河ヽ グ

リットを配置した。大グリット小グリットともにX軸 を数字、Y軸 をアルファベ ットで表 し、大

グリットは大文字のアルファベ ットとアラビア数字、小グリットは刻、文字のアルファベ ッ トとロ

ーマ数字の組合せで例えばAa-lIと 表示 して小 グリットーつ一つをブロック分け している。
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第 2節 遺跡の層序

調査区は北西になだらかに傾斜 してお り、中央か らやや東よりに南か ら北に向かってごく浅い

谷が入っている。基本層序は調査区北 と南の内壁 を対象にした。 (第 3図 )

層序は北壁が上位か ら I.暗褐色土 (耕作土 )、 H.暗褐色上、Ⅲ.暗褐色土 (H、 Ⅳ層に比

べ硬 く締 まっている)、 Ⅳ.暗褐色上、V.黒 褐色上、Ⅵ.暗黄褐色土 (遺構確認面)であ る。

南壁は上位か ら I.黒色上、 H。 暗褐色上、Ⅲ.黒褐色土、Ⅳ.黄褐色上が基本 となっている。

しか し、実測 した部分には遺構があるため、この部分 では上か らV.黒褐色上、Ⅵ.暗褐色上、

VI。 赤褐色土、Ⅷ.暗責褐色土、Ⅸ.責褐色土 となっている。各土層の性質は下記の とお りで

ある。

北内壁

第 I層 は耕作上で色調は暗黒色を呈す。粒子が細か く締 まりはなく、粘性は弱い。ビニールマ

ルチ、石灰粒を含む。

第 H層は二次堆積上で色調は暗褐色を呈す。粒子は細か く締まりがあり、粘性は弱い。 2 mm以

下のロームブロックや炭化物を稀に含む所がある。

第二II層 も二次堆積土で色調は暗褐色を呈す。粒子は細か く硬 く締まってお り、粘性は弱い。 1

mm以下のローム粒子を少量含む。

第Ⅳ層 も二次堆積上で色調は暗褐色を呈す。粒子は細か く締 まりがあ り、粘性は弱い。HI層 と

ほぼ同様のローム粒子を少量含み、 6 mm以下の炭化物 を稀に含む。

第V層 は黒褐色土で、平安時代の遺物包含層である。粒子は細か く、Ⅳ層ほどではないが締 ま

りはある。粘性は弱 く、 4 mm以 下の炭化物 を少量含む。

第Ⅵ層はローム漸移層で色調は暗責褐色 を呈す る。粒子は細か く締まりがあ り、粘性は弱い。

5 mm以下のロームブロックを少量含む。

南内壁

第 I層 は耕作上で色調は黒色を呈する。粒子は細か く締まりがな く、粘性は弱い。ビニールマ

ルチ、石灰粒 を含む。

第H層 も耕作土で色調は暗褐色を呈する。粒子は細か く硬 く締まってお り、粘性は弱い。 l mm

以下のローム粒子を少量 とビニールマルチを含む。

第III層 は黒褐色上で、暗褐色土を斑状に含む。炭化物を含まないが北内壁のV層 に近い性質 を

持っている。

第Ⅳ層は暗黄褐色土である。北内壁のVI層 に似て同様のロームブロックを少量含む。

第V層か らは縄文時代の炉l■の覆土になる。第V層は黒褐色を呈 し、第Ⅲ・Ⅳ層を掘 り込んで

いる。粒子は細か く締まりがあり、粘性は弱い。 l mm以 下のローム粒子 と 2 mm以下の炭化物 を少

量含む。
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第Ⅵ層の色調は暗褐色を呈する。粒子は細か く覆土中では最 もよく締 まってお り、粘性は弱

い。 l mm以 下のローム粒子と、炭化物を少量含む。

第V躍層は焼土層であり、色調は赤褐色を呈する。粒子は粗 く締まりがあり、粘性は弱い。 5 mm

以下の炭化物 と3 cm以下の焼土を多量に含む。二次焼成を受けた土器片が 1点出土している。

第VIII層 は色調が暗黄褐色を呈する。粒子は細か く締まりがあり、粘性は弱い。 5 mm以 下の炭化

物 と2 mm以下の焼土を少量含む。

第Ⅸ層は色調が黄褐色を呈する。粒子は細か く締まりがあり、粘性は弱い。 2 cm以 下のローム

ブロックとl cm以下の炭化物を多量に含む。

北壁基本層序
―…… 975.80m

第 3節 発 掘 調 査 組 織

本調査は茅野市教育委員会の直轄事業 として実施 し、その組織は次のとお りである。

調査主体者 両角 昭二

事 務 局 原   充

永田 光弘

鵜飼 幸雄

両角 一夫

大月二千代

←遺構確認面

(茅野市教育委員会教育長 )

(茅野市教育委員会教育次長 )

(茅野市教育委員会文化財調査室長 )

(茅野市教育委員会文化財調査室文化財係長)

(茅野市教育委員会文化財調査室主任 )

(茅野市教育委員会文化財調査室主事補 )

南壁基本層序

第 3図 基本層序
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調査担当  守矢 昌文   (茅 野市教育委員会文化財調査室主任 )

小林 深志   (茅 野市教育委員会文化財調査室指導主事 )

小池 岳え   (茅 野市教育委員会文化財調査室主事 )

功刀  司   (茅 野市教育委員会文化財調査室主事 )

百瀬 一郎   (茅 野市教育委員会文化財調査室主事)(調 査担当)

小林 健治   (茅 野市教育委員会文化財調査室主事 )

柳川 英司  (茅 野市教育委員会文化財調査室主事 )

調査補助貝

赤 堀 彰 子  伊 藤 千代美  牛 山 市 弥  牛 山 徳 博

占 部 美 恵  小 松  とよみ  関   喜 子  武 居 八千代

原   敏 江  堀 内   渾  矢 崎 つお、子

発掘調査・整理作業参加者

伊 藤 京 子  伊 藤 正 三  今 井 寿恵子  今 井 ち よ

鵜 飼 澄 雄  遠 藤 佳 子  牛 山 和 男  牛 山 矩 子

牛 山 秀 子  小 沢 貞 美  金 子 清 春  川 野  潔

菊 原 参之輔  木 村 忠 行  栗 原   鼻  小 池 規 子

小 平 長 茂  篠 原  1)力 子  清 水 園 恵  白 接 スエ子

関   秀 樹  田 中 洋二郎  立 木 利 治  立 岩 貴江子

成 田 多喜雄  花 岡 照 友  藤 森  きみ江  松 平 幸 美

水 谷 ちとせ  宮 坂 和 子  宮 坂 ちよ江  宮 澤 三 男

目 黒 恵 子  吉 田  勇

湖東小学校 6年生   茅野北都中学校生徒

航空測量、遺物測量委託 株式会社東京航業研究所 代表取締役 中本 直士  (埼玉県新座市

談登ヨ衰推透こ .分析委託 新ヒ本製鐵株式会社 釜石製鐵所 釜石文化財保存処理センター

所長 佐藤 幸男  (岩手県釜石市鈴子町23番 15号 )

土壌理化学分析委託 パ リノ・サーヴェイ株式会社 代表取締役 栗西 秀幸  (東京者Ь中央区

日本橋室町 2-1-1)

発掘調査期間中、地元湖東の方々には埋蔵文化財に対 して深いご理解 と協力 を賜 り、北部中学

校、湖東小学校、湖東保育園、両角千行新井区長には絶大なるご協力 とご教示 を頂 きました。

また宮坂光昭、林賢、小平和夫、三上徹也氏か らは貴重で有益なご指導、助言を賜 りました。

ここに深甚なる謝意を表 します。
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第 4節 調査 日誌抄

平成 5年 4月 5日 発掘調査前の現地踏査 を行 う。

4月 7日 重機業者 と現場打合せ。

4月 8日  試掘を東側から開始、17本の トレンチをいれる。発掘機材の整備 を始める。

4月 9日  9本 の トレンチをいれる。試掘終了、合計25軒 の住居址を検出する。

4月 12日 午前中発掘機材搬入、年後から本調査の表土手Jぎ を開始する。

4月 13日  発掘作業員を本格的に投入 し始める。表土禁Uぎ で石棒出土。

4月 14～ 21日 住居址を中心に発掘作業を進める。

4月 22日  午前中湖東小学校の 6年生35人が和田茂久先生に引率されて歴史体験学習の一環で 2

軒の住居上を発掘、小平恭尖石考古館長が尖石遺跡を中心 とする縄文文化について話を

される (図版 3-③ )。

4月 23～ 27日 住居址を中心に発掘作業を進める。

4月 26日 表土剖ぎと廃上の搬出終了する。

4月 27日 平安時代の墓坑を検出。

4月 28日 ～5月 ■日 遺構の発掘作業を進める。

5月 12日 ～6月 8日 北部中学校の生徒が発掘を体験 (図版 3-①②)、 のべ545人が参加する。

5月 13日 ～ 7月 2日 遺構の発掘作業を進める。

6月 23日 午後、湖東小学校の教員研修で12人が発掘に参加する。

6月 24～ 25日 攪乱部の掘 り下げを行い新たな遺構を検出する。

7月 5～ 20日 他の遺跡で発掘が始まったため、調査員だけで作業を進める。

7月 21日 悪天候のため航空測量を翌日に延期 し、補備測量を行 う。

7月 22日 航空測量実施。

7月 23日 本 日で現場作業終了、引渡しを完了し撤収する。

7月 26日 ～平成 6年 3月 25日 整理作業と報告書の作成を行 う。

平成 6年 2月 ■日 諏訪考古学研究会主催、第 6回諏訪地区遺跡調査研究発表会で概要公表。
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第Ⅲ章 遺跡の位置と環境

第 1節 遺跡の位置

新井下遺跡は茅野市湖東地区に所在 し、茅野駅の北東6.7kmに 位置する。湖東地区は北八ヶ岳

西方山麓の西側に向かって緩やかに傾斜 している扇状地上に主な集落がある。

新井下遺跡 (第 1図、図版 1)は 中村と新井の集落の間にある広原状の台地上に位置し、北に

山口、中ッ原、南に城、水尻、珍部坂 A、 珍部坂Bの各遺跡が鼎立する。

第 2節 遺跡の地理的環境

湖東地区は八ヶ岳火山列の噴出活動による堆積物 と御嶽、乗鞍火山か らの噴出した降灰活動に

よる火山性堆積物 を基盤 とす る、諏訪湖に注 ぐ上川 とその支流の河川によって形成された段丘地

形上にある。

遺跡は段丘土地形内に発達 した小台地上に位置してお り、北は渋川渓谷で、南を小渓谷により

分けられている。源流が北八 ヶ岳にある渋川の流水は、途中で河岸、河床から湧き出る酸性泉の

影響を受けるため、糸萱より上流では魚類の生息はほとんど見られない。 しか し、扇状地形末端

の各所には豊富な湧水があ り、調査区の北東70mほ どの水田の上手中か らも年間を通 じて安定 し

た水量が湧き出し、観在でも潅漑用水の一部 として使われている。 (第 4図 )

国道152号 ,299号線の沿線 となる湖東は、かつて諏訪か ら上田、小県へ通 じた大門街道あ街道

筋に当たり、延喜式の官牧である山鹿牧の所在地の一部 として、また古東山道通過地に想定する

説もある。

第 3節 遺跡調査の歴史

新井下遺跡の考古学的調査がはじめて文献に現われるのは、1924年 (大正13年 )に信濃教育会諏

訪部会から発行 された′烏居龍戒著『諏訪史』第一谷の諏訪郡先史時代遺物発見地名表である。こ

の地名表には、湖東村中村の項に入田在家、花蒔、新井下、辻屋、上ヤケ、曲坂、仲林、妻 ノ

神、畑ヶ田、畑ヶ田日影が取 り上げられてお り、新井下には遺物 として磨石斧、土玉、珠、石

鏃、石棒、土器、メンコ、石鏃、浮子石が記され、その所在は龍谷文庫、田賞文朗、鷹野原喜平

となっている。
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1958年 (昭和33年 )北部中学校の建設に伴い 8月 21日 か ら 9月 1日 にかけて発掘が試みられた。

この発掘結果については1961年 (昭和36年 )湖東公民館から発行された『湖東村史上』で南原遺跡

として宮坂央式氏が報告 しているので関係部分 を以下に再録する。

南原遺跡 (中 村)新井部落台地の西、堀部落の北、水日の渓を隔てた台地上にて、南北に通ず

る大 Fヨ街道の西一帯の耕地は、濃厚な遺物散布地である。この南斜面か ら新井区の湯田坂善次氏

が昭和十年頃、同氏所有の畑を耕作 して黒土層下二尺の赤土層に直立のまま埋めてあった完形土

器一個を発掘 した。それは高さ35cm、 口径 26cm、 底径 8 cmで沈線文で装飾 し、底面に木葉の押型

文ある縄文式中期末葉のもので、身分住居l■ 内に埋甕 してあったものであろう。亦、昭和33年 8

月、この地域一帯が茅野市北部統合中学校敷地に選定され、ブル トーザで整地 した時、土器、石

器類の遺物が多数出上 したが工事中のこととてこれを学問的に調査することができなかった。漸

く下記資料が採集され尖石考古館に保管されている。

1,土器 原形に復元 し得たもの三個、破片蜜柑箱三個分 (縄文式中期 )

1,石器 石棒 (有頭完形品、基部断面円形、高サ41cm、 底径 18cm)

磨石斧 (完形定角式一点、乳棒状破片二点 )

打石斧 (完形二点、破片五′ミ)

球石一点、凹石九′く、黒曜石円形石器一点

以上のように報告されている。なお北部中学校には、この時出土したと伝えられている

“

宇状

把手付深鉢が他の遺物 とともに所蔵されている。

1986年 (昭和61年)茅 野市刊行の『茅野市史上巻』では「北部中学校の建物により原地形は失わ

れたが、台地幅は200mと 広 く、かなりの規模の遺跡であったことがうかがわれる。」と記されて

いるミ

第IV章 遺 構 と 遺 物

第 1節 住 居

1.第 1号住居址 (第 6図、図版 4-① )

Ba-5Ⅳ グリットを中心とした北西向きのなだらかな斜面上に位置する隅丸五角形の重複し

た住居l■である。長径6.10m× 短径5.38m、 長軸はN-35° 一E。 壁高は南西側で50cmを 越える

部分 もあるが、上部のほとんどは攪乱されている。残存する壁高は平均10cmほ どで、北から北東

側にかけて壁は検出されず、わずかに周濤底が検出されただけである。周濤は最深部が床から25

cm程でほぼ全周している。また、東側の内側には濤が所々にあるが、これは旧住居l■に伴 うもの

であろう。北側に攪舌しされたところもあるが、南半分はよく締まってほぼ水平である。主柱穴は

址
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新旧住居共に 4個所で重複 している。切 り合いはな くP-1,3,5,7が 新住居のものである。床か

らの平均の深さは約80cmである。旧主柱穴の P-2,4,6,8は 新主柱穴に比べ るとやや細日で深さ

も平均で約60伽 と浅い。 P-6は 上部の10cm以上がロームで硬 く蓋をされていた。中央やや北東

寄 りにある炉址は石囲炉で、深さ43cmの す り鉢形をなす。北側の礫はすべて抜き取 られ、南側の

礫の外側には旧炉の石抜 き痕が残 る。炉石の中に割れた石皿を転用 している部分があった。埋甕

は南西側に二個あり、いずれ も唐草文系深鉢の胴下部を欠損 した埋甕であ り、伏せた状態のまま

検出された。軸方向から見て外側 (第 6図 1、 図版 4-④)が新、内側 (第 6図 2、 図版 4-
⑤)が旧住居l■に伴 うと考えられる。

遺物は炉内の床 とほぼ同レベルから曽利Ⅲ式の深鉢上部 (第 7図 1、 図版 4-②)が横につぶ

れた状態で出土している。また、炉の東側の床直上の礫下から深鉢の胴部 (第 7図 2)、 この深

鉢脇上からは腕骨文のある口縁部を欠損した深鉢 (第 6図 3、 図版 4-③)が出上している。そ

の他、炉と埋甕の間の床に遺存した深鉢 (第 7図 5)は、攪乱された覆土内から出上した破片と

接合 して器形復元可能 となった。石器類は凹石 1′く、磨石 1点、磨製石斧 2′ミ、黒曜石製の石鏃

3点、ピェス・エスキーュ 1点、スクレイパー 5点 などである。

2.第 2号住居址 (第 8図、図版 5-① )

Ca-61グ リットを中心 とした北向きの浅い谷状地形の斜面に位置する隅丸方形の住居址で

ある。長径4.62m× 短径4.32mで、長軸はN-31° 一E。 壁高は南側で床から62cmあ り、住居を作

った際の工具痕がそのまま残った締まりも硬い良好な壁である。床面は北側に向かってごくわず

かに傾斜しており、壁面と同様に硬 〈締まっている。周濤は最深部が38cmで掘 り方はしっか りし

ており、浅深はあるがほぼ全周 している。主柱穴は周濤の内側に沿って回るP-1,2,3,4,5の 5

個所で、やや細目で深さの平均は床から約45cmである。中央やや北東寄 りに位置する炉址は石囲

炉であったと思われるが、石はすべて抜き取られていた。深さは45cmです り鉢形の形態である。

埋甕は南西側で 2個並んで検出 (図版 5-③ )さ れた。内側の唐草文系の深鉢 (第 8図 1)は銅

下部を水平になるよう数回にわたり打ち欠き整形し、逆位に伏せた状態で埋められ、上は隅九の

板状安山岩を用いて蓋している。埋甕内の土層は色調と炭化物の量から上下 2層 に分けることが

できるため、中へは当初埋めたものとは別のものを埋糸内した可能性もある。外側の埋甕は曽利期

後半の胴部 (第 8図 2)上下を欠損する深鉢で、正位の状態で検出された。掘 り方の埋め土中か

らは第26号住居址で検出された唐草文系の埋甕口縁部の一部が出土し接合 している。

遺物は炉の西側で床上10cmの 位置から曽利Ⅲ式の深鉢 (第 9図 2)が1/2個体、炉の南東床上

15cmか ら胴下部を欠損する加曽利E系の深鉢 (第 9図 3)がそれぞれ破砕 された状態で出土 し

た。また炉南側の床上からは器形復元可能な深鉢の一部 (第 8図 3)、 炉南西に位置する皿状の

遺構上からは床とほぼ同じレベルで″字状把手付深鉢 (第 9図 1、 図版 5-②)が口縁を北側に

向け横倒 しの割れた状態で出上している。この上器は復元するとほぼ完形品となった。石器類は

打製石斧 1′ 、ヽ凹石 5′く、敲石 1′ミ、磨石 1点、黒曜石製の石鏃 3点、石核 i点、ピエス・エス
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キーユ 7点、スクレイパー 4点などである。

3。 第 3号住居址 (第 10図、図版 6-①②)

Fa-3Hグ リットを中心とした北西向きの緩斜面に位置する。隅丸方形プランの住居址で、

少なくても3回は建て替えされているとみられる。長径は5.58m× 短径5.48mで、長軸はE―

28°一 S。 壁高は南隅で床から36cmの高さがあり、壁面は硬 く締まっている。周濤は最深部が床

から18c/mと やや浅いが、締まりは良 く全周している。床面も硬 く締まり、中央へ向かって皿状に

傾斜 している。また、この床面から32cm程上位で、最も新 しい住居の張 り床 と思われる、ローム

粒子を分量に含む硬 く締まった暗責褐色土層をセクション中で検出したが、北側は攪乱のため確

認できなかった。主柱穴は最 も新 しいA住居址がP-2,4,5,8、 時期的にA住居址の前にあたる

B住居l■がP-1,3,6,8、 最 も古いC住居がP-1か2,5,7,9と するのがプランから見て妥当であ

ろう。柱穴の深さの平均はA住居址が34cm(張 り床面から66cm)、 B住居上が60cm、 C住居址が

48cmと なっている。炉址は 3個所が検出された。石囲いの残るF-1(図 版 6-③)がA住居

址、す り鉢形のF-2は B住居址に伴 うものである。F-2は北側に細長い炉石の抜取 り痕が残

り、抜かれた炉石はF-1の北側で上下を逆転して再利用されている。C住居址に想定したF―

3は、柱穴と埋甕の位置からA、 B住居址に比べ主軸がほぼ直角に変わっている。埋甕は 3個所

検出された。最も新 しいA住居l■ に伴う埋甕 (第 11図 1)は北西側に 2個所あるもの (図版 6-

④)の内側に位置するaと した埋甕である。 a埋甕はハの字と逆U字沈線が施文の主体 となる曽

利V式の深鉢である。 aの埋甕は張 り床面下まで攪乱されていたため、底部を含めた胴下部だけ

で検出されたが、周辺から出上した破片によってほぼ完形に復元できた。 bと した埋甕 (第 11図

2)は a埋甕の外側に位置する。 B住居址に伴 うものである。正位の埋甕で縄文を地文 とし、口

縁には並行する沈線が周 り、胴部を垂下する2本の沈線で 7区画し、沈線間は磨消している。区

画内の上端は横に細長い楕円形の沈線内を縄文の上から円形刺突文を加えた深鉢である。掘 り方

の南側からI品 の九 くなった礫が検出された。南西側のCと した埋甕 (第■図 3、 図版 6-⑦ )は

C住居址に伴うものである。綾杉状条線文を主地文 とする深鉢で、口縁部のほとんどと胴下部を

欠損して正位で出上している。

遺物はF-3の東床上20cmか ら小形の深鉢 (第 11図 5、 図版 6-⑥)が斜め横になった状態

で、またF-3の南西床上 7 cmか ら上部を欠損する深鉢 (第H図 7、 図版 6-⑥)が出上してい

る。また攪乱部内から出上した土器片を接合 したところ、底部を打ち抜かれた状態の深鉢 (第 11

図 4)と なった。石器類は打製石斧 2点、凹石 6点、敲石 1′く、磨石 5′く、石棒 1′ミ、黒曜石製

の石鏃10点、石匙 2点、石錐 2点、ピエス・エスキーユ15点などが出上している。

4。 第 4号住居址 (第 12図、図版 7-① )

Ae-4Ⅳ グリットを中心 とした台地の平坦に位置する住居址である。西側の約半分が道路敷

きとなり、東側の一部は 5号住居上に重なる。現存する径からプランは6.15m程度の円形に想定

できる。壁は南側で若千検出できただけだが、周濤底が所々に残って検出されたためプランが判
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明した。床は硬 く締っている。炉址は攪乱で破壊されているが、検出時の深さは1lcmであった。

形態はすり鉢形であったと思われる。柱穴はP-1,2,3,4が 一組で、P-3,4は出入 り回の施設

の可能性もある。

遺物のうち土器は器形復元できるものはないが、縄文時代中期後半の破片が10数′く、黒曜石の

ピエス・エスキーュ 1点 などが検出されている。

5。 第 5号住居lIL(第 12図、図版 7-② )

Bb-4Ⅳ グリットを中心 とした位置で、 4号住居址の東側に重複する楕円形の住居址であ

る。攪乱は床面下まで及んでいる。長径4,94m× 短径4.72mで、長軸方向はS-16° 一E。 壁は

ほとんど検出されなかったが周濤底はかなり明確に検出できた。残存する床面の締まりは硬い。

主柱穴は平均の深さが35cmと なるP-1,2,3,4,5,6に なると思われる。炉は浅い石囲炉であった

と思われるが炉石は抜かれ、凹みの中央付近に厚さ12cmの焼上が堆積していた。

遺物は黒曜石片がある。

6。 第 G号住居址 (第 13図、図版 7-③ )

Cb-4Ⅳ グリットを中心 とした 5号住居址の東に位置し、東側の隅が 7号住居址の重複で切

られている隅九方形の住居址である。床面がほぼ全面にわたって攪乱を受けており、炉石も上半

分程が割れて残らない。長径4.03m× 短径3.52mで、長軸方向はN-35° 一E。 壁は南西側で検

出されただけであり、プランは周濤底のあり方から想定 した。残存する床面は硬 く締まってい

る。主柱穴はP-1,2,3,4の 4個所で深さの平均は45cmである。炉は長方形の石囲炉で九底、炉

内の焼土上から横転 した曽利Ⅲ式の深鉢 (第 14図 2)の一部が口縁を北西に向けて出上した。埋

甕は唐草文系の胴部 (第 14図 1、 図版 7-④)を正位に埋設したもので、東側の器壁が内側に折

れ込んで埋めてあった。

遺物は炉の南から小形の深鉢 (第 14図 3、 図版 7-⑤)が横につ漆れた状態で出上した。石器

類は凹石 2点、黒曜石の石錐 L点、石核 2点、ピエス・エスキーュ 4点などが出土している。

7.第 7号住居址 (第 13図、図版 7-⑥ )

CC-4Ⅳ グリットを中心 とした位置で、西の 6号住居址、東の10号住居址、南の28号住居址

と切 り合っている
喝み伍角形の住居 J■Lである。長径5.20m× 短径4.88mで、長軸はN-33° 一

二〕2冨忌惨忌≧目Fを ,えば撃?亀≒落ど与写再ξ:iFttξ !量伝亀ご::身、民房抵4泉身
る。柱穴イまP-1',3',5',6',8',10',12',2が ひと組となり、 P-2',4',7',9',11'が もうひと組で建て

替えされている。炉J■Lは石囲炉で北側の礫は抜かれている。炉内の南側から縄文施文の連弧文の

深鉢 (第 14図 5、 図版 7-⑦)が伏せられた状態で出土した。

遺物は他に南西の壁寄 りの位置から曽利Ⅱ式の下部を欠損する深鉢 (第 14図 6、 図版 7-③ )

が伏せた状態で検出されている。石器類は凹石 1点、敲石 1点、磨石 2点、磨製石斧 1夕く、ハン

マー 1点、黒曜石の石核 2点、ピエス・エスキーユ3点 などが出上している。
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8,第 8号住居址 (第 15図、図版 7-③ )

BC-4Hグ リットを中心 とした 5号住居址の北側に位置する。住居址の床下のハー ドローム

まで広 く攪乱を受けているためプランは不明である。遺構 として検出できたのはプランの南隅の

部分であり、最大高15cmの壁 とこれの東側に続 く石組竃の一部 (図版 7-⑩)だけである。

遺物は南隅の残存部から有茎式平根の鉄鏃 (第 15図 16、 図版 7-⑪)がほぼ完形で出土した。

この鉄鏃の金属学的解析結果は別掲 してある。上器は土師器、灰釉陶器が攪乱部から出上してい

る。器形復元できた灰釉陶器の塊を図示する。

9。 第 9号住居址 (第 16図、図版 8-① )

Cd41グ リットを中心とした 7号住居址の北に位置する隅丸長方形の住居址で、東側を18号

住居址、北東側の約2/3が 3号円形柱穴列 と重複 している。長径6.12m× 短径5,66m、 主軸は

N-44° 二Eである。深耕による攪乱のため壁がほとんど検出されなかったが、一部残存する所

では最大高で14cmあ る。周濤は深いところで23cmあ り、ほぼ全周する。床 も攪乱されているが、

炉址の南側は硬 く締まっている。柱穴はP-1,2,3,4で 四隅にあり、平面形は楕円、床からの深

さは平均82cmで壁、底 ともに硬 く締まっている。P-2の南側は18号住居址の柱穴と切 り合って

いる。炉底はす り鉢形で深さは67cmで ある。石囲炉の炉石は所々に残っているが、攪乱を受けた

部分にあるため住居の廃棄時に破却されたものか、その後抜き取られたものか判断しかねる。埋

甕は南西側の周濤脇に逆位に埋設された曽利Ш式の深鉢 (第 17図 1)で、胴下部 を欠損し、上を

安山岩の板状角礫で蓋をしている (図版 8-② )。 埋甕の中 (図版 8-③ )は上下 2層 に分かれ、

掘 り方は当初正位に据えようとしたためか中央部が凹んでいる。

遺物は曽利後半の土器片と、ベンガラの付着した台石、打製石斧 2点、横刃 1点、凹石 4′点、

磨石 2フミ、磨製石斧 1´ミ、黒曜石の石鏃 5点、石錐 4点、石核 4′く、スクレイパー 2′ミ、有袂顕

磨石恭 (第 17図 6)1´ミなどが出土している。

10。 第10号住居址 (第 18図 、図版 8-④ )

Ce-4Ⅲ グリットを中心 とした位置にあり、西側は 7号住居址と切 り合っている。床は南側

で壁と共に若千検出されただけである。残ってし`る壁は最大高10cm程 で南側には周濤の痕跡も認

められた。攪乱が床下まで及んでいるため、炉石 も西側のものはわずかに動かされている。炉l■

は深さ40cmの すり鉢形をした石囲炉であるが、南半分の炉石は遺存していなかった。柱穴はP―

1,2,3,4の 4本 と思われる。埋甕は南西側の出入口部で正位に埋設された曽利Ⅲ式の深鉢下部

(第 18図 1)を検出した。

遺物は曽利式上器の破片や、石器類では打製石斧 1点、凹石 4点、黒曜石の石鏃 3点、石匙 1

点、石錐 2点、石核 iく、ピエス・エスキーユ 2点、スクレイパー 3点 などが出上している。

11.第 11号住居址 (第 19図、図版 8-⑤ )

DC-4Ⅲ グリットを中心 とした位置にあり、プランはほぼ円形で西側を10号住居l■、北東側

を2号円形柱穴列と切 り合っている。長径6.68m× 短径6.12m、 壁は南側に若千検出できた程度
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である。周濤は北側の所々に周濤底の一部が残存 していた他はほぼ検出できた。南側に残 る床の

締 まりは硬い。主柱穴はP-1,2,3,4で深さの平均は76cmである。この住居址には周濤に沿って

ピッ トが数イ固所あ り、支柱穴の可能性 もある。炉は石囲炉 であったと思われるが、炉石 は残 ら

ず、抜取 り痕が検出された。想定 される床か らの深さは45cmです り鉢形の形態である。埋甕はな

いが、西側にピットが 3イ固所設けられてお り、これが出入口部の施設の一部 とも考 えられる。

遺物は曽利後半の土器片、打製石斧 1夕く、凹石 3′く、磨石 3′く、黒曜石の石鏃 1点、石錐 2

点、石核 1点、 ピエス・エスキーュ 2点、スクレイパー 3点などが出上している。

12.第 12号住居址 (第 20図、図版 8-⑥ )

Gb-3Ⅳ グリットを中心とした 3号住居址の東側に位置する。攪舌しのため床はほとんど検出

されず、プランも判 りにくい。南側で壁の一部が確認され、周濤も西側で一部が検出できただけ

である。主柱穴はP-1,2,3,4の 4個所で、深さは想定される床面からの平均が約61cmと なろ

う。炉址は深さ30伽のす り鉢形をなす石囲炉である。

遺物は曽利期の上器片、磨製石斧 1点、黒曜石の石鏃 3点、石錐 3点、ピエス・エスキーユ 4

点などが出上している。

13.第 13号住居址 (第20図、図版 8-⑦ )

Eb-3Ш グリットを中心とした位置で、南側半分が第 1号円形柱穴列と切 り合っている。深

耕により床が全 く残存せず、柱穴はP-1,2,3の 3個所が検出されているが、攪乱を受けた中に

柱穴底 と思われる硬 く締まった凹みがある。レベルは他の柱穴底 とほぼ同位であるため、これを

柱穴とみるとほぼ長方形の柱穴プランとなる。最 も深い柱穴は攪乱面からの深さが56cmである。

炉址は底部のみで、しかも柱穴列に切られ半分ほどが検出されただけである。形態的な特徴から

見て曽利期の住居址と考えられる。

遺物は若干の上器片と、黒曜石片が数点出上している。

14.第 14号住居址 (第 21図、図版 8-③ )

FC-4Ш グリットを中心とした 3号住居址の南に位置する隅九五角形の住居址である。長径

5.34m× 短径5.32m、 主軸はN-49° 一E。 北側が床面まで攪乱されている。壁は南側で22cmの

高さで検出されている。南側に残存する床面は硬 く締まっている。柱穴は外側のP-1,3,5,7の

平均の深さが59cm、 内側のP-2,4,6は平均54cmの 深さである。内側の東にあったと思われる柱

穴は、この柱穴の位置に重複するP-3に よって深 く広 く掘 り抜かれ残存しない。おそらく同心

円上に旧住居を拡張して作られている。このため内側の周濤も部分的に残存 しているにすぎな

い。炉址は石が抜かれた深さ57cmの石囲炉である。炉の南側には焼けた皿状の凹みがあるが、旧

住居址の炉底と思われる。外側南の周濤内からは深鉢の胴下部 (第22図 2)が出土している。埋

甕は″字状把手が 3個所付 く曽利Ⅲ式の底部を欠損する深鉢 (第21図 1、 図版 8-⑨)が正位に

据えられ、中には別個休の底部の割れた土器が入っていた。

遺物は凹石が 1点、黒曜石の石錐 1点、石核 1点、ピエス・エスキーュ 6点 などが出上している。
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15。 第15号住居址 (第22図、図版 9-① )

Fa-4Vグ リットを中心とした14号住居 l■Lの南西に位置する隅丸五角形の住居l■ である。長

径5,14m× 短径4.66mで、主軸はN-38° 一E。 攪乱が床面のほぼ全面に及んでいる。特に北側

は著しく周濤底下まで掘 り起こされている。周濤は東側で 2本、西側で 3本が検出されている。

柱穴はP-1,3,5,7が 平均53cm、 P-2,4,6,8が平均51cmでセットとなり、同心円上に拡張され

た住居址 と考えられる。炉址は石囲炉でほとんどの炉石が抜き去られていたが、深さ36cmのす り

鉢形で焼土の遺存状態は良い。埋甕は南側に 2個所ある。内側の埋甕は下部を欠損する唐草文系

の深鉢 (第22図 1、 図版 9-②)で、逆位に埋設されている。外側の埋甕は曽利後半の深鉢 (第

22図 2、 図版 9-③)で、胴下部が正位に埋設されている。

遺物は打製石斧 1点、凹石 3点、磨石 3点、ハンマー 1点、黒曜石の石鏃 2点、ピエス・エス

キーユ 2点などと蛇紋岩系の垂飾品(第 22図 4)が出上している。

16。 第16号住居址 (第23図(図版 9-④ )

Ea-51グ リットを中心とした11号住居址の南東に位置する円形の住居址で、北東側は第 1

号円形柱穴列 と切 り合っている。長径5.82m× 短径5.80mで、主軸はN-36° 一Eと なってい

る。壁高は10cm以下であり、ごく浅い周濤が所々に残る。床面は荒れている。柱穴はP-1,2,3,

4の 4個所で深さの平均は48cmである。炉辻は住居址のほtF中央に位置する石囲炉で、ヨヒ側の炉

石が外された深さ36cmのす り鉢形で焼上の残 りも多い。埋甕は南西側から正位に埋設された曽利

後半の深鉢胴下部 (第23図 1)が検出されている。

遺物は凹石 1′く、黒曜石の石鏃 1点、石錐 3′ミ、ピエス・エスキーユ 6点 などが出上 してい

る。

17.第 17号住居址 (第24図、図版 9-⑤ )

Dd-5Ⅳ グリットを中心とした16号住居址の南西に位置し、39号住居址と南西側を切 り合っ

ている。桑の根による攪乱が床面まで及び、当初は 1軒の住居址として調査を進め、完掘後に第

17号、第39号住居l■Lと した。プランはP-2,4,5,7,9,10の 6佃所の柱穴を主とし、南西側には出

入日の施設とみられる楕円形の柱穴P-6,8が 2個所、北東側には拡張したと思われる柱穴 P―

1,3が 2個所ある。長軸の長さは 6m程になると思われる。炉址は攪乱が著しく、径約 lmの石

囲炉 とみられるが原形はとどめていない。

遺物は縄文時代中期初頭から中期末までの上器が出上してお り、量的には曽利後半が最 も多

い。縄文の施文された土製円盤が 1点 出土している。P-2の柱穴内から黒曜石製のスクレイパ

ー (第 25図 7)が検出されている。その他の石器は39号住居址との分別はできていないが、打製

石斧 2点、凹石 3点、敲石 1点、磨石 5´く、磨製石斧 2フく、黒曜石の石鏃14ッく、石錐 9点、石核

2点、ピエス・エスキーユ24点、スクレイパー 6点などがあり、黒曜石の手J片、砕片にいたって

は1717′点が出上している。 2軒の住居址の重複 とは言え、黒曜石片の量が多いのはいずれかの住
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居址が石器製作工房址によるためであろうか。

18。 第 18号住居址 (第 18図、図版 9-⑥ )

Ce-4Hグ リットを中心 とした位置にあ り、西側が 9号住居址 と切 り合っている。床は攪乱

のためまったく検出されなかった。柱穴は P-1',2',3',4'の 4個所、柱穴間の距離が平均で2.40

mと 小 さな規模の住居 l■ である。周濤は検出されなかった。炉址は底部だけが残 り、中に二次焼

成を受けた曽利期の上器片 (第 18図 3)が落ち込んでいた。他に黒曜石の石鏃などが出土 してい

る。

19.第 19号住居址 (第26図、図版 9-⑦ )

Ce-4Hグ リットを中心とした 7号住居址の南に位置し、西側が20号住居址と切 り合ってい

る不整円形の住居址である。長径5.74m× 短径5.62m。 壁は最大高が30cmで硬 く締まった良好な

壁である。周濤は深さ15cm以 内で細いものが二重にまわっている。床は堅緻な床である。柱穴は

P-1,2,3,5の 4本が主柱穴となり、P-4は拡張した際のP-3に替わる主柱穴であろう。深

さの平均は60cmである。炉l■は深さ42cm、 す り鉢形の石囲炉で南側の炉石を残し、他は撤去 され

ている。住居址の中央やや南寄 りの床面に63kgあ る安山岩の九石があった。

遺物については覆土内から出土した深鉢 (第27図 1)、 炉内から一部が出土し、21号住居址出

上の上器片 と接合 し器形復元できた深鉢 (第27図 2、 )と 土偶の足の一部 (第 27図 3)がある。

石器は打製石斧 1点、凹石 3点、磨製石斧 1点、黒曜石の石鏃 1′く、石錐 1′く、石核 3′く、 ピエ

ス・エスキーユ 4点、スクレイパー 2点などが出上している。

20。 第20号住居址 (第27図、図版 9-③ )

Ca-5Ⅲ グリットを中心とした位置にあり、19号住居址の西側 と切 り合 う隅九方形の住居址

である。長径3.39m× 短径2.95m、 長軸はN-9° 一Eである。壁はほぼ直角に立上 り、最大高

は24cmで締まりのある良好な壁である。覆土は粒子の細かい黒褐色上で、縄文時代の住居址 とは

明らかに異なる。床は大部分が19号住居址にかか り、同址の床上約 5 cmで張り床を検出した。色

調は暗責褐色で場所によっては自色粘上のブロックが混左 し、硬 く締まった床である。竃は南東

隅で、砂が多く含まれた粘土と石を混合 して組み上げている (図版 9-③ )。 住居l■ に伴 う柱穴

は検出できなかった。

遺物で器形復元できたのは灰釉陶器の坑が 2個体分だけである。

21.第 21号住居址 (第28図、図版10-① )

Bd-51グ リットを中心とした 5号住居址の南東に位置する不整円形の住居址である。長径

5.88m× 短径5.86m、 主軸はN-20° 一Eと なっている。壁は南側で残 りが良 く、床面から20cm

の高さがあり、締まりはやや軟弱である。周濤は深さが19cm～ 38cmあ り、長さ2m位の規模で一

単位 となって全周している。床は硬いが桑の根による攪乱を受けているところがある。柱穴は

P-1,2,3,4,5,6の 6個所で、P-2,3P-5,6の 間には間仕切 り状の濤がある。中央やや】ヒ寄

りにある石囲炉はほぼ原形をとどめてお り、深さは30cmで炉底には石を敷いてある。炉内か らは
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深鉢の胴部 (第 29図 1)と 19号住居址出上の土器片 と接合 し器形復元できた深鉢 (第 29図 3)が

ある。炉南側の床面には皿状に浅 く凹んだ焼土址が検出されたが性格は判然としない。床直上か

らは器形復元できる土器片が 2′ミ (第29図 2,5)出土 している。

石器は打製石斧 3′く、横刃 1点、凹石 7点、磨石 1点、磨製石斧 3点、黒曜石の石鏃 iミ、 ピ

エス・エスキーユ 3点などが出上 している。

22.第 22号住居址 (第29図、図版10-② )

Ba-5Hグ リットを中心とした 4号住居址の南に位置する、径約 5mの不整円形の住居址で

西側は道路敷きとなっている。壁は南側で高さ10読 を検出しただけである。周濤は 5～ 13cmの深

さで断続 しながら半周している。床は堅緻で特に南側は良好である。柱穴は周濤沿いに 5個所を

検出しているが、道路敷きにもう1。 2個所存在 したものと思われる。炉址は深さ42cmで二段に

なってお り、底部に焼上が形成されていた。本来は石囲炉であつたと思われる。

遺物は器形復元できる土器片と軽石が 1点、黒曜石の石核 2点などが出上している。

23.第 23号住居址 (第30図 )

Dd-6Vグ リットを中心とした17号住居l■の南に位置する。検出されたのは住居l■北側の一

部であり、主体部のほとんどは燐接するプールの敷地内にある。周濤は深さ10～ 30cmで良好な形

態でまわっている。床は硬 く締まっており、柱穴は 1個所でプランは不明である。

遺物は26号住居址から出土した唐草文土器の把手に接合する土器片や、凹石 3点、磨石 4点、

黒曜石の石核 1点、ピエス・エスキーユ 2点、スクレイパー 1点などと軽石製品 1点が出土 して

いる。

24.第 24号住居址 (第30図 )

Ea-61グ リットを中心とした17号住居址の南東に位置する。攪乱により床、周濤共に検出

されなかった。柱穴は 5個所。炉は深さ19cmです り鉢形の炉底だけが残る。住居址の規模は径 5

m位になると思われる。住居l■の時期決定を特定できる土器の出土はなかったが、周辺の住居址

と同様に曽利期の住居址と思われる。

25.第 25号住居址 (第31図、図版10-④ )

Ee-5Vグ リットを中心とした15号住居址の南に位置する隅丸五角形の住居址で、南側の30

号住居址を切ってつ くられている。長径5.66m、 短径5.44m、 長軸はN-56° 一E。 壁は硬 く締

まり、床面からの最大高は55cmで ある。周濤は 5～ 16cmの 深さで全周している。床は堅緻で南西

方向にごくわずかな傾斜をしている。柱穴は 4個所で平均の深さは48cmである。炉l■ は45cmの深

さがあり、板状 と柱状の礫を用いた石囲炉で東側の炉石は抜かれている。埋甕は南西側にあ り、

底を抜かれた鉢の下部 (第 32図 1、 図版10-⑤)を正位に埋設している。また、炉奥左側の周濤

脇には伏甕がある。伏甕に用いた土器は 4単位の把手と下部を欠損した唐草文系土器の深鉢 (第

32図 2、 図版10-⑥)である。一括土器は、床直上から底部を欠損する深鉢 (第32図 5、 図版1

0-⑦下)、 埋甕の北で床上約20cmか ら底部を欠損する4単位の波状口縁を持った曽利Ⅳ式の深鉢
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(第32図 6、 図版10-⑦上)が出上している。

遺物は器形復元できた土器と黒曜石の石核 2点、スクレイパー 2点 を図示した。それ以外は打

製石斧 1′ミ、凹石 4′ミ、磨石 4フミ、黒曜石の石鏃 2点、石錐 2′ミ、石核 3点、ピエス・エスキー

ユ 6点、スクレイパー 3点などが出土している。

26.第 26号住居址 (第34図、図版m―①)

FC-5Ⅲ グリットを中心とした25号住居述の北東に位置する隅丸五角形の住居址である。長

径5,78m短径5.35m、 長軸はN-53° 一E。 壁は床面から10cm位の高さが残るだけである。周濤

は複列で10～ 20cmの 深さでまわり、近接する周濤間が崩れた部分は幅広い。床は硬 く締まって中

央に向かってなだらかに凹む。柱穴は 4個所で床からの平均の深さは55cmである。炉址は深さ44

cmの石囲炉であるが、炉石は抜かれている。炉址上には床 とほぼ同レベルで曽利Ⅳ式の底部 と胴

の一部を欠損した深鉢 (第34図 1、 図版11-③ )が横転 した状態で出上した。炉址北側の床上から

は23号住31■から出土した土器片と接合する、塔状 をなす唐草文系深鉢の把手が出土している。

埋甕は南西側に 2個並んで検出されている (図版11-② )。 内側の埋甕は口縁部のほとんどと胴

下部を欠損する唐草文系の深鉢 (第34図 3)で、口縁の一部が 2号住居址の埋甕 (外側)の掘 り

方から検出されている。外側の埋甕は頚部から上を欠損する 4単位の″字状把手付深鉢 (第 34図

2)を正位に埋設したものである。

遺物は打製石斧 1点、凹石 2点、磨石 4点、磨製石斧 1点、黒曜石の石鏃が 2点、ピエス・エ

スキーユ 7点、スクレイパー 2点 などが出土している。

27.第 27号住居址 (第35図、図版11-④ )

Fe-5Ⅳ グリットを中心とした26号住居址の北東に位置する不整円形の住居址で、 4本主柱

から5本主柱に拡張されている。長径5.45m、 短径4,98m、 長軸はN-38° 一W。 壁高は南側で

8 cmを 検出したが、北側は床下まで耕作により削られているところもある。周濤は途切れながら

ほぼ全周し、深いところは床から31cmあ る。南側は壁が高さ10cm程残っていたがほとんど検出さ

れなかった。床は堅緻だが、かなりの凹凸がある。柱穴は 7個所で、床からの深さは48～ 63cmで

ある。浅深によるセット関係は不明だが、P-1.3.4.5,7の 5個所、P-2.4.5.6の 4個所でそ

れぞれ組をなすとみられ、新旧関係は炉l■の位置からP-1,3,4,5,7の方が新しいものと思われ

る。炉址は深さが42伽のす り鉢形の石囲炉で深鉢の上器片 (第35図 1)が落ちこんでいた。 P-4.
5間にある平面楕円の桶形をなす土坑は深さが59cmあ り、ピット内南側の床から35cm程の深さに

小児頭大の礫が 3個入っていた。旧住居址の出入日の施設に伴 うものか、住居址内の貯蔵穴であ

ろう。

遺物については炉南の床上に少なくとも3個体分の深鉢 (第35図2.3.4)が破砕された状態で

出上した。その他、凹石 5点、敲石 1点、磨石 1点、チャー トの石鏃 1点、黒曜石の石錐 3点、

石核 1点、ピエス・エスキーュH点、スクレイパー 2点、軽石製品 1点などが出土している。

28.第 28号住居址 (第13図、図版11-⑤ )
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Cd-4Vグ リットを中心とした位置で 7号住居 l■Lの南東側 と切 り合っているため、本址の炉

址は 7号住居址内にある。プランは不整円形と思われるが、検出したのは南東側 3個所の隅九部

で、残 りの北西側は不明である。壁高は南側で15cmの 高さで検出されている。床は 7号住居址の

床面から30cmほ ど上位に張 り床面が確認されるはずであるが、ちょうど攪乱部内に当たるため判

然としなかった。主柱穴は不明だが南東側の 3個所 と7号住居lL内の浅い皿状のピットが柱穴に

なる可能性がある。炉址は 7号住居址柱穴上に作 られた深さ39cmの す り鉢形をしたを囲炉であ

り、中には口縁 と胴下部を欠損した深鉢 (第 14図 7、 図版■―⑥)が横倒 しになった状態で遺存

していた。

石器は磨製石斧が 2点、黒曜石の石錐 2点、ピエス・エスキーユ 2点、スクレイパー 1点など

が出土している。

29.第29号住居址 (第26図、図版11-⑦ )

Be-5Ⅲ グリットを中心とした位置で、21号住居址の南東側、及び20号、19号住居址の西側

と切 り合っている。プランは径約4.5mの円形になると思われるが、壁、床 ともにはっきりせ

ず、柱穴と思われるピットが円形にまわっている。炉l■Lも 明確でないが、ほぼ中央に深さ10cm程

の鍋形をした遺構があり、中からわずかであるが焼土粒を検出している。また、この遺構からは

破砕された唐草文系の上器片が出土 (図版■―⑦)し ている。この上器片は上層が大型で、胴下

部の欠損するほぼ一個体分の深鉢 (第27図 6)と 、下層には底部を欠損する半個体分の深鉢 (第

27図 5)が分く、他は曽利期の土器片である。

石器は打製石斧 1点、横刃 1点、凹石 1点、磨製石斧 1′く、黒曜石の石鏃 1点、石錐 2点、石

核 1点、ピエス・エスキーユ 3点 などが出土している。

30。 第30号住居址 (第31図、図版11-③ )

Ee-61グ リットを中心とした位置にあり、25号住居l■により炉址を含めた北側が切られて

いる。プランははっきりしないが、25号住居址内にも楕円形の柱穴底が残っていることから、長

径 6m× 短径 5m位の不整形のプランであろう。壁の立ち上 りは最も良 く残っているところで14

cmである。周濤は途切れながらも一周していると思われ、現存する最深部は床から19cmである。

25号住居llLと の床面比高差は40cmで ある。

遺物で土器は縄文前期初頭の繊維土器片が多く、特色あるものを図示する。石器は石錐 1点 と

軽石製品が 1点 出土している。

31.第 31号住居址 (第36図、図版11-⑩ )

Gb-4Ⅱ グリットを中心とした12号住居址の南東に位置する。攪乱が床の全面に及んでいる

ためプランは明らかでないが、径 4m位の規模になると思われる。周濤は東側に長さ約 2mに わ

たって浅い周濤底を検出した。柱穴は 4個所で、攪乱面からの深さは平均で36cmあ る。炉址は石

囲炉 と思われるが、深さ30cmの炉底が残っているだけである。

遺物は普利期の上器片と中期初頭の上器片が出土しているが、中期初頭の上器片は隣接する 4
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号土坑のものであろう。

32.第 32号住居址 (第37図、図版12-① )

Ga-5Ⅳ グリットを中心とした27号仁居址の南側に位置する隅丸五角形の住居址で、南側の

出入田部が33号住居址の北隅と接 している。長径5.18m、 短径4.94m、 主軸はN-8° 一E。 壁

高は床から10cm程度残っているが、東側は床下まで濤状の攪乱を受けている。周濤は浅深を繰 り

返しながらも全周する。床は硬 く締まってお り、ほぼ水平で出入口部のみ一段低い。この低い床

の両側には南北方向に長円形で深さ25cmの P-4,5が設けられている。主柱穴はP-1,2,3,6の

4個所で、平面楕円形で深さの平均は57cmである。炉址は床からの深さがは42cmの石囲炉である

が、炉石は抜きとられている。

遺物は炉の北東側床直上から縄文を地文 とする″字状把手付鉢の破片 (第38図 1)、 南西側の

主柱穴の近 くから無文の口縁部が出上している。石器は凹石 6点、磨製石斧 1点、チャー トの石

匙 1点、黒曜石の石鏃 1点、石錐 2点、石核 1点、ピエス・エスキーユ 5点などが出上している。

33。 第33号住居址 (第37図、図版12-② )

Gb-6Hグ リットを中心 とした32号住居l■に隣接する隅丸方形の住居址で、東側は攪乱され

ている。長径4.93m× 短径4.07m、 長軸はS-70° 一E。 覆土は20号住居址に酷似する。壁高は

床から22cmあ り、締まりも良い。床は軟弱で張 り床の検出もなく、40～ 110cm幅 の浅い濤がまわ

っている。東壁のやや北側寄 りの位置に石組竃があり (図版12-③ )、 中には暗文のある土師器

や灰釉陶器の破片が遺存していた。煙道は東へ抜けていると思われるが攪乱によりはっきりしな

い。柱穴は検出できなかった。

遺物は土師器の杯、灰釉陶器の塊の他に上師器の羽釜の破片や月ヽ形の角柱状の鉄製品も出上し

ており、土器には 1号土坑と時期的に共通する遺物もある。

34.第 34号住居址 (第39図、図版12-④ )

KC-3Hグ リットを中心 とした調査区の北東側で、北西向き斜面の中段に位置する。床は検

出されず、炉址 と思われるところも濤状の攪乱により削 りとられている。プランは不明だが 7個

所の柱穴だけが残っており、柱穴間の規模は4.80m× 4.10mで ほぼ西向きの住居址になると思わ

孝化る。

遺物は住居址内からは出土しなかったが、35号住居址との間の斜面から縄文時代中期後半の上

器片が数点出上しており、周囲の状況からみて時期決定の資料として良いであろう。

35。 第35号住居址 (第39図、図版12-⑤ )

Ie-31グ リットを中心とした34号住居址の西側に位置する隅丸長方形の住居址である。長

径7.80m、 短径は西半分が不明だが5.20m程 になると思われる。最大壁高は東側で14cm、 周濤は

なく床はやや軟弱で桑の根による攪乱が直上まで及んでいる。東壁の南側に未焼成粘上が散らば

り、灰掻き穴 と思われる焼上の詰まった遺構があるのでこれが電であろう。また北壁のほぼ中央

にも焼上の詰まった遺構が検出されているが、状況から見てこちらは旧竃 とみられる。柱穴は

―- 25 -―



P-1,2,3,4の 4個所を検出、径20cm以 内で床面か らの深さは平均で50cmあ る。

遺物は土師器の杯や羽釜、灰釉陶器の破片が出土 しているが、器形復元できたものは新竃の北

側から出土 した土師器の杯 と、灰釉陶器の坑だけである。石器で打製石斧 1点、磨石 1点、黒曜

石のピエス・エスキーユ 2点の出土を確認 しているが、第34号住居址からの温入品と考えられる。

36。 第36号住居址 (第40図、図版12-⑥ )

Jb-6111グ リットを中心とした北西向き斜面で、南北に走る浅い谷を隔てて西群の住居l■ に

対向するような位置にある隅九方形の住居址である。南側は37号住居址で切られ重複 している。

長径6.52m× 短径6.24m、 主軸はN-60° 一Eである。壁は東側で最大高46cmが検出され、硬 く

締まっていた。床は堅緻で西に向かってなだらかに傾斜 している。ローム床面直上に 5～ 10cmの

厚さで締まりの強い責褐色土層があり、これが張 り床になると思われる。周濤は北東側を中心 と

して途切れながら半周しており、主柱穴の中間にあたる付近に支柱穴と思われるピットがある。

主柱穴はP-1,2,3,4の 4個所で、長径が lm位あり、深さの平均は70cmで大きく深い。中央か

らやや東北東寄 りに平面楕円形で深さ36cmの 炉l■がある。周囲の床面の30cm程上位の覆土中には

石囲炉に用いていたと思われる礫が散らばっていた。埋甕は縄文を地文 とし並行沈線と蛇行沈線

が垂下している深鉢の胴下部 (第 41図 1、 図版12-⑦)で、西側の壁近い位置に正位で埋められ

ていた。

遺物は曽利期 の上器片 な どが出土 してい る。石器 は凹石 5点、磨石 1点、黒曜石 の石鏃 2点、

ピエス・エスキーユ 3点、ス クレイ′く-1点 な どである。

37.第 37号住居址 (第41図、図版12-③ )

Ja-6Ⅳ グリットを中心とした位置であり、プランのほとんどは36号住居llL内 にあったもの

と思われる。全面にわたり攪乱を受け、南東側 も5号 ロームマウンドと切 り合っているためはっ

きりしないが、壁の立上 りなどから一辺 3m程の隅九方形の住居址が想定される。床は硬 く締ま

った部分が南東側に若千残っていただけである。東隅に当たると思われる位置から焼土と灰自色

粘土が検出されており、宅の跡であろう。

遺物は灰釉陶器の婉がある。

38.第 38号住居址 (第42図、図版13-① )

Je-6Vグ リットを中心とした37号住居址の東に位置する、平面楕円形で舟底状を呈した住

居址である。南東側は128号土坑と切 り合っている。長径7.54m× 短径5。 96m、 長軸はS-40° 一

E。 壁高は東側で38cmあ る。かなり硬 く締まっているが、立ち上 りはなだらかである。覆土中の

南東側壁近 くには15cm以下のロームブロックの入った埋め上が認められる部分があった。床は堅

緻で西側の埋甕炉に向かって緩やかに凹む。炉址は 3個所確認されている。最も古いと思われる

炉址は焼土のみが検出されている。覆土内出上の上器から縄文前期最末になると思われる。プラ

ンははっきりしないが、 P-1,2,3,4,5,6,7,8,9の 9 TEl所の柱穴などから径約 5mの円形になろ

う。 2個所の埋甕炉は、西側の炉休土器が胎上の粗い斜位沈線を地文とする上下を欠損した深鉢
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の胴部 (第42図 1、 図版13-④)である。東側の炉抹土器は胎土、焼成共に良好な深鉢 (第42図

2、 図版13-③ )を用いている。東側の炉休土器は頚部から上側は格子目文、頸部下は交互刺突

文が一周し、その下は粗い縄文 と結節縄文が施文されてお り、斜位沈線の西側の炉休土器同様に

上下を欠損している。この埋甕炉の時期である中期初頭に住居が南東側へ拡張されたものと思わ

れる。注穴はP-1,9,10,11,12,13,14,15,16の 9個所である。住居址内南東側には埋め戻された

とみられる土層があるので、以後には北西側へ縮小 し、最終プランの柱穴はP-17,18,19,20,21

の 5個所で、径約 4mの中央に向かってなだらかに凹む住居址になると思われる。なお焼上の検

出状況からこの段階まで西側の埋甕炉が使用された可能性 もある。柱穴はいずれも径20cm以 下で

深さは15～ 50cmの 細長いタイプが多い。住居址の北東側に三角形の台状をなす張 り出した祭壇 と

思われる施設がある (13-② )。 壁近 くの壇最上部から土偶頭部か顔面把手の一部になると思わ

れる 3 cm程の破片 (第43図 1)が出土した。破片は首から上で、頭頂 と右耳部を欠損するが焼成

も良好で明るい赤褐色、髪は左右に振 り分け渦状に巻いてから中央へまとめられており、耳には

滑車形耳飾を付け、椿円形の目は吊り上がっている。また、垣の北西側には結節浮線の渦巻文が

施文 した前期末の小型土器底部 (第43図 3)と 中央の凹んだ軽石製品 (第43図 4)が並んだ状態

で出上した。共に未焼成のローム鬼状のものが詰められていた。このローム塊状のものの分析結

果は別掲してある。また南側の垣下にも無文の刻ヽ型土器下部 (第43図 2)が検出されている。こ

れも本来は壇上にあったものであろう。これら3個の器は供献用具 と考えたい。

遺物は土器の他、石器では磨石 1点、黒曜石の石鏃17点、石錐 2点、ピエス。エスキーユ 7点、

スクレイパー 5点などである。

39。 第39号住居址 (第24図、図版 9-⑤ )

DC-5Vグ リットを中心とした位置で17号住居址により北東側が切られた径 5m程の円形プ

ランの住居址である。最大壁高は西側で15cmで ある。周濤はなく、床がやや軟弱であるため17号

住居址との重複部はプランが判然としない。柱穴はP-1',2',3',4',5',6'の 6個所である。径は

25cm以 内で深さの平均は48cmである。炉址は石囲炉だが西側を中心にほとんどが17号住居址の柱

穴によって掘 り取られ、東側の炉石が残っているだけである。

遺物は縄文中期の上器片が出上しているが夕時期にわたり、17号住居址も時期決定資料がない

ことから区別はできなかった。石器は石鏃の製品と未製品がまとまって検出されている。

40。 第40号住居址 (第 16図 )

Cb-41グ リットを中心とする位置にあり、 9号住居址の西側と切 り合っているが、攪乱に

より床下まで全面が削られている。おそらく径 5m程のプランになると思われる。柱穴は P―

1',2',3',5',6'の 5個所で攪乱面からの深さの平均は55cmで ある。 P-3',5'の 間にあるP-4'は

出入国の施設に伴 うものであろう。炉址は53号、54号 ピットと切 り合い関係にあるため、検出で

きたのはわずかな焼土粒子と焼けた礫だけである。

遺物は曽利期の上器片と、打製石斧 1ッ点が出上している。
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第 2節 方形柱穴列

第 1号方形柱穴列 (第 46図、図版14-① )

Eb-2Vグ リットを中心とした第 2号住居址東の北西向き斜面に位置する。長径5.30m× 短

径3.18m、 長軸はN-45° 一E。 検出したのは六角形の八本柱を構成する方形柱穴列の柱穴 6個

所である。柱穴径の平均は25cm、 深さがほぼ同レベルのP-1,2,3,4,6の 5個所は方形に並び、

残るP-1は径 も20cmと やや小形で深さも他の 5個所の平均に比べて35cm浅 く、南西へ角状に突

き出している。柱穴内からの遺物は縄文中期曽利Ⅲ・Ⅳ式の上器片が出土している。

第 3節 円形柱穴列

円形柱穴列 と設定したものはいずれもローム層の検出面から約30c7m下 まで攪乱が及んでおり、

壁、床、周濤、炉は無 く、円形もしくは楕円形に並ぶ柱穴が検出できただけで、遺構の時期決定

資料 となる遺物についても3基の柱穴列すべてが、住居址と重複 しているため区分できない。遺

物も多く出上しているのは重複部の柱穴内からである。柱穴の配列からみると南関東の縄文時代

後期称名寺・堀之内 I・ H式の住居址に類似するので、この時期の遺構 となる可能性がある。

第 1号円形柱穴列 (第 47図、図版14-② )

Ea-4Ⅳ グリットを中心とした攪乱部に位置し、第16号住居址の北東側、第13号住居址の南

側 と切 り合っている。長径6.56m× 短径6.42mでやや四角張った円形プランである。主柱穴は

P-1,2,3,4,5,6,7,8,9の 9個所で、西側のP-7,8の 2個所の径が他の 7個所に比べ大 きい。

このため西側に入 り口に伴 う施設があったとすると主軸はN-79° 一Wに なると思われる。柱穴

内には拳大以上のロームブロックが詰まっており、柱を建て、す ぐにその上を埋め戻したと考え

られる。柱穴内から縄文中期曽利Ⅲ・Ⅳ式と、後期堀之内 I式の上器片が出上している。

第 2号円形柱穴列 (第 48図、図版15-② )

Dd-4Hグ リットを中心とした攪乱部に位置し第11号住居址の北東側 と切 り合っている他、

内側には平安時代の第 1号土坑がある。長径7.02m× 短径5.88mの 西側が歪んだ楕円形で、主柱

穴はP-1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,11,12,13,14の 14個所で西側のP-11,12の 2個所が長径 lm以

上、短径も約0.8mで他の12個所の平均径36cmに 比べると第 1号円形柱穴列同様に大きく、深さ

の平均にいたっては43cmの差があり、主軸を同様に考えるとN-70° 一Wと なろう。柱穴内から

縄文中期曽利後半の土器片が出土している。

第 3号円形柱穴列 (第49図、図版15-① )

Ce-41グ リットを中心とした攪乱部に位置し、第 9号住居J■の炉l■ を含めた北東側、第18

号住居址の北側 と切 り合っている。長径8.03m× 短径7.98mの ほぼ円形のプランである。主柱穴
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は17個所である。第 1、 2号円形柱穴列のように径、深さなど、他の柱穴に比べて明らかに差が

ある柱穴は認められず、平均径38cmで柱穴底の比高差は最大29cmである。柱穴内から縄文中期曽

利後半の上器片が出上している。

第 4節 土 坑

土坑については141号土坑 まで番号を付けてあるが、確実に時期決定のできるものについての

み記述する。

第 1号土坑 (第50図、図版16-①②)

De-4Hグ リットで第 3号円形柱穴列内の東寄 りに位置する平安時代の墓坑である。農業機

械による攪乱が著 しいが、この部分についてはローム層の検出され始めた時点で確認ができたた

め、遺構の全容を提えることができた。長径2.55m× 短径1.07m、 長軸はN-19° 一E。 ローム

面の最上部と底面との比高差は31cmで、壁際は周濤状にわずかながら凹んでいる。遺構内は トレ

ンチャーによる濤状の攪乱が東西方向に 4本が底面直上まで入っている。遺物も攪乱部を含めた

覆土内に遺存していたがほとんどが破砕され、確実にこの遺構に伴 うものはほぼ完形で検出され

た灰釉陶器の長頸瓶 と土師器の高脚状高台付杯、高台付内黒杯の各一
`点

である。底面自体は攪乱

を受けていなかったが、北東側で検出された焼上については本址周辺でローム層まで達する桑の

根やゴミ焼をしたところがあるため、遺構に伴 うものか、攪乱によるものかは判然としなかっ

た。本土坑の直近には平安時代の遺構がないことから、遺構の周辺約 lmの攪乱部内から出上し

た灰釉陶器、土師器の破片も伴 うものとして接合を進めた結果、前記 3点に加え灰釉陶器の高台

付□ 4点、土師器の高脚状高台付杯 4点、土師器の環状や蕨様の暗文がある内黒高台付杯 1点が

器形復元できた。いずれも本l■Lに伴 う遺物 とみてよいであろう。

第 2号土坑 (第50図 )

EC-51グ リットで第16号住居址の東側に位置する平安時代の墓坑である。長径2.34m× 短

径1.06m、 長軸はN-19° 一E。 南西側が桑の抜根時に攪苦しされている。ローム層への掘 り込み

は22cmである。層序はいずれもロームブロックを含む暗褐色土と暗責褐色上に大別される。底面

は第 1号土坑に比べるとやや荒れており、焼上、炭化物も認められなかった。遺物は 2点の上師

器の杯片だけで、いずれも攪乱部内から出上し、 1点は底部を欠損する内黒杯、もう 1ィミは底部

中央を外側から内側へ向かって打ち抜かれ、径1.2mほ どの穴が開けられている杯である。

第 3号土坑 (第 50図、図版16-③④)

Ce-5Ⅳ グリットで第39号住居址の南西に位置する縄文時代中期初頭の上坑である。長径99

cm× 短径95cmの ほぼ円形で、深さは22cmでタライ状を呈している。東側壁際から胴下部を欠損し

た沈線文の深鉢が日縁を西に向け横転した状態で出土している。
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第 4号土坑 (第50図、図版16-⑤ )

Gd-4Ⅲ グリットで第31号住居l■L東側の攪乱部内に位置する縄文時代中期初頭の上坑。長径

103cm× 短径91cmの楕円形で、深さ18cmの タライ状を呈している。遺物は覆土中の東寄 りの位置

から10個体以上の器形復元できない土器片が出上した。

第 V章 まとめ

今回の新井下遺跡発掘調査では縄文時代前期初頭から平安時代 までの遺構が断続的に検出され

た。検出した遺構、遺物で最 も古い時期のものは胎土に多量の繊維を含み羽状縄文が施文された

縄文時代前期初頭の上器片 と、それを出上 した第30号住居 l■Lである。また新 しい時代のものは平

安時代の住居l■ と墓坑である。 これらの資料により遺跡北東側の広が りと、従来の縄文中期後半

とされる遺跡の年代観に新たな知見が加えられ、遺跡の時代区分の特定ができたことが今回調査

の最大の成果である。

住 居 址

縄文時代については、従来遺構は不明ながら本遺跡出上で器形復元されていた曽利 I式の深鉢

が確実な時期決定の上限 となっていたのに比べ、第30号住居址の検出により、遺跡の初現は前期

初頭まで遡ることになった。この住屋址を集落の一部 として捉えるには、今回の調査では他の遺

構・遺物が検出されなかったので今後の調査に期 したい。第38号住居 l■ は前期最末から中期初頭

にかけて少なくとも 3回建替えを行っている①この間に拡張や祭壇 を作 るなど、住居構造を変え

ているが、中期初頭では第 4号土坑 も発見されているため、調査区の東か ら南にかけてこの時期

の遺構が存在する可能性は高い。中期初頭以降、中葉にかけての住居址は今回検出されなかった

が、道路新設工事に伴い調査区の南へ約80m離れた地点で中葉の住居址が 2軒検出されてお り、

中葉の集落が形成されていたことも考えられる。 しか しながら、今回の調査で見ると、集落が形

成されてきたのは中期後葉曽利Ⅱ期へ入ってからである。曽利Ⅱ期の住居 l■ は西隅に集中してお

り、集落は北部中学校内まで及んでいると思われる。また第19、 21、 22号住居址の炉内から異住

居址間接合 をする土器片が出土 している。曽利Ⅲ期になると調査区の西側全域に住居が展開する

ようになる。プランが不明で時期決定ができない住居址を外 しても重弧状に並んでお り、おそら

く環状集落の一部をなすであろう。曽利Ⅳ期には集落規模が衰退 し、調査区内では第 3号住居 l」 L

の下層 と第25号住居址が南北軸上で並ぶだけであった。

平安時代の住居址は 5軒が検出されている。第20号住居址を除きいずれ も攪乱され、第 8、 37

号住居址はプランもはっきりしない。竃は 2個所の電を持つ第35号住居 l■Lが壁中央に設けている

他は、いずれの住居llLも 壁の隅近 くに設けている。また遺物では、すべての住居 l■から灰釉陶器

坑の破片が出土 してお り、年代的には10世紀後半から11世紀初頭に位置付けられよう。集落 とし
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ては、今回の調査後に行われた前記発掘でほぼ同期の住居 l■Lが 1軒検出されているので、かなり

の広が りを持つ可能性がある。なおこの時の調査で濤内から鉄鏃 1点、鉄滓が 1点 出土 している

ことから、今後小鍛冶遺構が検出されることも想定できる。更に第20、 33、 37号住居址は軸線 と

各住居址がほぼ直線に並ぶため、計画的な集落形成がなされたか、道があったと考えたい。

方形柱穴列

短辺中央が外側へ突出する方形柱穴列が調査区の北側で 1個所確認されたが、この他にも調査

区南西隅の上坑密集地の中には、時期は異なるが阿久尻遺跡の方形柱穴列の土層 と類似するもの

がある。 しかし、今回の調査では列 をなす遺構 としては捉えられず土坑、 ピットとしたものがい

くつかあり、更に南側へ複数の方形柱穴列が展開していることも考えられる。この土坑は遺物の

無いものが多く、遺物のある土坑からは縄文時代曽利後半の上器片が少量出上 している。

4本柱の掘立建物址 と思われるものは 3個所確認 したが、第 2号住居 l」Lと 切 り合っている第 1

号掘立建物址の柱穴内の土層には縄文時代の住居址のように拳大のロームブロックが入ってい

た。第33号住居址の東側に位置す る第 2号掘立建物址 と第35号住居址の南東側北西向き斜面に位

置 している第 3号掘立建物址は、平安時代の住居址の覆土 (黒褐色土)と 比べ るとよリー層締 ま

りが無い状態の上層であった。いずれもローム層まで攪乱が及んでいる所にあ り、遺物 も無 く時

期特定ができないが、軸方向が平安時代の住居j」_に 類似 していることか らこの 2個所の建物址は

平安時代か、それ以降のものであろう。

円形柱穴列

円形柱穴列 としたものについては近年茅野市内で行われた鴨田、中ッ原、稗田頭 A、 立石遺跡

などの発掘調査で縄文時代中期最末から後期の住居址 とされたものに酷似 している。 しかし攪乱

が著 しく、床、焼土、炉 もな く遺物 も少ない。ただ柱穴底面の比高差が少な く、径 も対になるも

のを除けばほぼ同径 と見ることができるなどの共通点 もある。第 1、 2号円形柱穴列について

は、南に約 l km離れた立石遺跡で検出された同タイプの住居址12件 (こ の内 5作で炉 を検出)同

様、対になる柱穴が西側にあるので、今後調査区周辺で攪乱されていない同型の住居址が検出さ

れた場合には集落を構成する住居址 としてとらえなければならないであろう。円形柱穴列はいず

れ も住居址 との切 り合い関係 を持 っているが、新旧関係は不明である。第 1号円形柱穴列の柱穴

内から出土 した堀之内 I式の上器細片が 1点 と、無文で後期の粗製土器片 と思われるものを除 く

と時期決定できる土器片はほとんどが曽利III式以降のものであった。なお後期の遺物は第 1号円

形柱穴列のものを含めて上器片が 3′ミ出土 しただけである。

土  坑

土坑は141番まで番号 を付 したが、柱穴列の発見などで 3が減 となり、138基になった。また

住居址、柱穴列に特定できなかった柱穴 と、遺物のほとんど無い小穴 を便宜的にピッ トとして

547番 まで設定 したが、抜根に伴 うものや整理段階で住居址の一部等に組み入れたものもあるた

め、確実に遺構 となるのは半数以下になると思われる。土坑 を群 として見ると、東側の斜面上に
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縄文時代前期末から中期初頭の上器片が出土 した 3基の桶形土坑がある。中期後半の遺物が多か

ったのは調査区南側の西半分 (北部中学校プールの東隅から西側)か ら北西方向へかけての範囲

で、南西隅には平面径 1～ 1.8mの タライ形 を呈 した遺物の検出されない土坑が点在 していた。

また柱穴 と思われる径 lm以下、深さ lmを超えるものが調査区の南壁付近に集中してお り、ま

だ南西側 を中心に土坑群は更に広が りを持っていると思われる。

平安時代の墓坑が茅野市内で検出されたのは御狩野、狐塚、天狗山に次いで 4例 目である。第

1号土坑か ら出上 した灰釉陶器、土師器のセットを他の墓坑 と比較すると特に狐塚遺跡第 2号土

娠に類似する。両土坑は灰釉陶器の長頸瓶、高台付坑、土師器で焼成がやや軟弱な高脚状高台付

杯 を伴 うという共通′くがある。 しか し、内黒土器を伴い、灰釉陶器の皿、土師器の杯、黒色処理

された小壷、鉄製紡錘車などの遺物は伴わず、土坑内に礫が無かったことも異なる点である。 し

か し、高脚状高台付杯の形状、灰釉陶器 を伴 うことなどからほぼ同時期の上坑 といえよう。土坑

の形状について長径はいずれも2、 3mを 超えてお り、縦横比は第 1号土坑が2.38、 第 2号土坑が

2.2に 対 し、狐塚遺跡第 2号土墳が1.93でこれに比べ るとやや狭長 となっている。被葬者につい

て狐塚遺跡では立地から「諏訪神社の神官 と深い関係にある墓域 ということができよう」 とされ

ている。新井下遺跡の場合は塩尻市の吉田川西遺跡 と同様に「集落内で、住居群に近接 してその

外側に墓が作 られていた」状況である。同遺跡の報告書においては「こうした遺跡においても、

墓の検出は住居址に比 して非常に少ない。このことは、被葬者が集落の中で特別な立場にいたも

の、すなわち埋葬儀礼 を必要 とされた人物であったことを示唆 している」 として「この被葬者は

一定の官位 をもつ者であることも想定され、この集落のみならず周辺地域 をも含めて、相当の有

力者であったことが窺われるのである」 と被葬者の特定 をしている。これ を本遺跡で考えた場

合、遺跡の位置している湖東を古東山道の通過地に仮定する説があ り、また延喜式の山鹿牧や、

その後の大塩牧の一部にも想定されている。被葬者は時間的には下るがそれらの説 との関連 も含

めて考察 して見ることも、今後の資料の蓄積によっては必要になるのか も知れない。

最後に、北部中学校の建設により遺跡の大半が失われたとされる新井下遺跡の北東側で今回の

発掘調査の考古学的成果は大 きかった。 しかし、攪乱部 も多く、住居址 も時期決定資料の少ない

例がかなりある。また、土坑、ピットについては整理作業も十分でなくほとん ど記述できていな

い。個々の遺構、遺物についての説明、分析、考察 ともに将来再考 をする予定である。 また遺構

確認レベルで見ると、北側 を中心に中学校の敷地内にもかなりの遺構が残存 している可台旨l■があ

り、遺跡は相当広い範囲に広がっているものと考えられる。今回の調査か らみても新井下遺跡は

縄文時代の大集落に止まらず、古代の遺跡 としても八ヶ岳山麓では幾多の問題 をかかえた重要な

遺跡であると言える。先学により早 くから注目されてきた貴重な遺跡であ り、周辺の開発などか

ら遺跡が保護されて行 くことを願 ってまとめとしたい。
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I層 暗褐色土

I′層 暗褐色土 (3mm以下の炭化物を少量含む)

H層  暗褐色土 (2Cm以下のロームプロックを少量含む)

II′ 層 暗褐色土 (1 2Cm以下のロームブロックを多量に含む)

Ⅲ層 暗黄褐色土 (lcm以下のロームブロックを少量含む)

III′ 層 暗褐色土 (2mm以下のロームプロックを少量含む)
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暗褐色土(l cm以下のロームブロックを稀に含む)

暗黄褐色土(2 cm以下のロームプロックを少量含む)

暗褐色土(2 mm以下の炭化物を少量含む)

暗褐色土(3 mm以下の炭化物を稀に含む)

ソフトローム

黄褐色土(2 mm以下の炭化物を稀に含む)

g  【Ъ
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弓OI

吠◎◎δ

974.20二
_   /HI

＼



A 974.50

撹乱

B974.20        B′
―

―

V
I層 暗責褐色土
II層 暗褐色上 (3mm以下の焼上を多量に含む)

Ⅲ層 黒褐色土 (2mm以下の焼上を多量に含む)

Ⅳ層 黒褐色上 (lcm以下の焼上を多量に含む)

V層  焼土

笙

層
層
層
層
層
層
層
層
　
層
層
層

Ｉ
Ｈ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ
　
Ⅸ
Ｘ
�

黒褐色土 (5mm以 下の炭化物 を多量に含む )

暗褐色土 (3mm以 下 の炭化物 を少量含 む )

暗褐色土 (5mm以 下 の ロームブ ロックを稀 に含む )

暗褐色土 (5mm以 下 の炭化物 を少量含む )

暗褐色土 (lcm以 下の炭化物 を少量含 む )

黄褐色土 (張った ロー ム )

暗責褐色土 (5mm以 下の炭化物 を少量含む )

暗褐色土 (5mm以 下 の炭化物 を含み lCm以下の

ロー ムプ ロ ックを少量含む )

暗黄褐色土 (lcm以 下 の炭化物 を少量含む )

暗責褐色土 (3mm以 下の炭化物 を少量含 む )

暗褐色土 (5mm以 下の炭化物 を多量に含 む )

第 19図 第 ■ 号住居址、遺物

―- 47 -―
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田
加

・

Ａ
一

I―層 暗褐色主 (1車Ⅲ以・ヽ蝋 土を少景含む)

H層 晴褥色圭 (,中Hl以下のコームブコックを少畳含4)
W層 晴黄櫓色主 (■ 取れ以下の娩土を多量にatr)
IV層 焼土

レ

低
20-2

◎ P3 ◎ ⑭
IⅡ

暗猾色 (1硼 下ぬ焼上を含→
晴裁褐色 (�加以下の焼■を多量に含む)

焼土13住

層

層

層

Ｉ

ＩＩ

皿

銑
笛

Pl◎

第20図 第12号住居址、遺物、

―-48-―

第113号住居雄



<

B974.70

I層
H層
Ⅲ層
Ⅳ層

C

撹乱
暗責褐色土 (l cm以 下の焼土を少量含む)

黄褐色土 (1 3cm以下の焼土を少量含む)

焼土層

974.80C′

二よ° P5

第21図 第14号住居址、遺物

く
´

I層 暗責褐色土 (7 mm以 下の炭化物を少量含む)

H層 黄褐色土 (2 mm以 下の炭化物を少量含む)

III層  暗黄褐色土 (2 mm以 下の炭化物を多量に含む)

Ⅳ層 暗褐色土 (2 mm以 下の炭化物を稀に含む)

V層 暗褐色土 (3 mm以 下の炭化物を少量含む)

Ⅵ層 嗜黄褐色土 (5 mm以 下の炭化物を多量に含む)

Ⅶ層 暗責褐色土 (2 mm以 下の炭化物を稀に含む)

VⅢ層 暗褐色土 (炭化物を含まず、締 りはない)

埋
甕◎

罰

A 975.00
ｒ
一

I層 境乱

品層 雲霧雹皇★∫漁既雫宏寝を助警み査唇怒iむ
)

Ⅳ層 焼土
V層 暗黄褐色土 (5 mm以 下のロームブロックを少量含む)

ⅡI ⅥI

―- 49 -―
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I層 暗褐色土(7 mm以下の焼上を多量に含む)

II層 暗褐色土(1 2cm以下の焼土を少量含む)

Ⅲ層 暗黄褐色土(5 mm以下の炭化物を稀に含む)

Ⅳ層 暗黄褐色土(l cm以下の炭化物を稀に含む)

V層 暗責褐色土

口層 暗褐色土(2 mm以下の炭化物を稀に含む)

Ⅵ:層 暗褐色土(2 3cm以下のロームブロックを少量含む)

OI

�

ⅦI層 黒褐色土(5 mm以下のロームブロックを稀に含む)

Ⅸ層 暗黄褐色土(2 mm以下の炭化物を少量含む)

X層 黒褐色土(lcm以下のロームブロックを少量含む)

�層 嗜褐色土(2 mm以下の炭化物を少量含む)

�層 暗黄褐色土(l mm以下の焼上を稀に含む)

�層 焼土
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第25図 第17号、第39号住居址の遺物 (2:3)
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6       27-7
o             3cm

―A′  士層 露蟹亀巷Iキ∵鈴坂♀鋳歳隻宏晟曾暮と)

111層 焼土

Ⅳ層 ソフ トローム

B 97450       B′

IV

A′

層

層

層

層

層

層

層

Ｉ

Ｉ

ｍ

Ⅳ

ｖ

Ⅵ

Ⅷ

27-8

第 27図  第 19号、第 29号住居址遺物、第 20号住居址、遺物

27-2

27-4

境乱

黒褐色土 (l cm以 下の炭化物 を少量含む )

暗褐色土 (5 mm以 下の炭化物 を多量に含む)

暗黄褐色土 (5 mm以 下の炭化物 を少是含む )

暗黄褐色」!(3 cm以下のロームブロ ノクを多量に含む )

黄褐色土

暗黄縄色上

27-1

焼 土床 か

'享

さ 10 cm
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生    9売 00二

暗褐色土 (l cm以下の焼土 を多量に含む )

暗褐色土 (5 mm以 下の焼上 を少量含む )

暗褐色土 (1 5cm以下の焼上 を多量に含む )

焼土

I層
H層
Ⅲ層

29-7         Ⅳ層

第 21号住居址遺物、第 22;住居址、遺物

―- 57-―



金

975.70どΔこ

I層
H層
Ⅲ層
IV層

V層

表土

プー ル造成時の撹乱層

黒褐色土

暗褐色土 (3mm以 下の炭化物 を少量含 む )

暗責褐色土 (2Cm以下の焼上 を稀 に含む )

層

層

層

層

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

⌒

30-1

黄褐色上 (3mm以下の炭化物を少量含む)

黄褐色土

責褐色土 (2mm以下の炭化物を多量に含む)

黄褐色土 (2mm以下の炭化物を稀に含む)

CPl

⑮
Y⑥ ∠

第 30図 第 23号住居址、遺物、第 24号住居址
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I層 暗褐色土 (4mm以 下の炭化物を少量含む)

H層 暗褐色土

H層 暗褐色土 (3mm以 下の炭化物を少量含む)

Ⅳ層 暗褐色土 (4mm以下の炭化物を多量に含む)

V層 責褐色土 (5mm以 下の炭化物を少量含む)

⊆ 975,10

I層 黒褐色土 (l mm以 下の焼上を稀に含む〉
II層 暗褐色土 (1 2cm以 下の焼上を少量含む)

Ⅲ層 暗褐色土 (23卿以下の焼上を多量に含む)

Ⅳ層 焼土

|。  974.80二
μ
一

Ｃ
一

く

⑤

今毘

駕
暗褐色土

暗褐色土 (2 mm以 下の炭化物 を少量含む )

暗褐色土 (5mm以 下の ロー ムブ ロックを少量含 む )

黄褐色土 (2 mm以 下の炭化物 を少量含む )

責褐色土

第 31図 第 25号、第 30号住居址

I層
H層
III層

IV層

V層

一- 59 -―
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第 32図 第 25号住居址遺物
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Ａ
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撹舌し

暗褐色土

暗黄褐色土 (3mm以下の炭化物 を多量に含む )

黄褐色土

黄褐色土 (3mm以下の炭化物 を少量含む )

黄褐色土 (l IIIm以下の炭化物 を少量含む )

黄褐色土 (3Cm以 下のロームプロックを多量に含む )

975.20亘
~|【

又さ:サタrユーJ覚舌し
I層  暗褐色土 (5mm以下の焼上を少量含む)

■層 暗褐色土 (l HIm以下の焼土を稀に含む)

m層 暗黄褐色土 (2mm以下の焼上を稀に含む)

Ⅳ層 暗褐色土 (lcm以 下の焼上を多量に含む)

V層 焼土

Ⅵ層 暗責褐色土 (3mm以下の炭化物を少量含む)

A′

I   H         A′

→
34-6

層

層

層

層

層

層

層

層

Ｉ

■

ｍ

Ⅳ

ｖ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

黄褐色土

暗褐色土 (2 HIm以下の炭化物 を稀に含む )

暗黄褐色上 (2mm以下の炭化物 を少量含む )

暗褐色土 (1 lcm以 下の炭化物 を多量に含む )
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新井下遺跡第38号住居址出土土塊の自然科学分析

パ リノ・サーヴェイ株式会社

はじめ 1こ

新井下遺跡 (茅野市湖東所在)は、台地上に立地する縄文時代前期か ら平安時代の遺跡であ

る。この台地は、八ヶ岳西麓の主に菅沢火砕流と大塩火砕流で構成され、南大塩面で代表される

第Ⅱ段丘面である。河川の開析により東西性の細長い谷が刻まれ、いわゆる「田切 り地形」を形

成している (茅野市,1986)。

本遺跡では、縄文時代中期初頭 とみられる38号住居跡内の三角形の段上に ミニュチュア土器 と

凹部のある軽石製品が集中して検出された。 ミニュチュア土器は 2点 (No.2・ 3)、 凹部のある

軽石製品は 1′ミ (No.4)であった。その内部にはいずれも団子状に九められたローム質の上塊

(以後、「土塊」と称する)が確認され、茅野市教育委員会では、出土状況などからこれらの遺物

を「お供え物」と想定 している。また、土塊中に有機質 (例えば、植物質食料や獣脂肪など)が
含まれていた可能性 も指摘されている。

よ`V々                     lN Oも                         No4

0                  10cm

新井下遺 跡 第38号住居址 土塊試料採取部 (網 点́)

今回、同教育委員会 より、土塊への混入物の有無および土塊の素材に関する分析調査の実施が

当社に要望された。当社では、協議の上、以下の調査課題 を設定 し、分析調査 を実施することに

した。

(1)土塊中への有機質混入の有無の検討

土塊が「お供え物」であった場合、植物質食料や獣脂肪などの有機物が混ぜ られていることが

予想された。そこで、土塊内に含有 される化学成分について調査 し、その含量から有機物混入の

有無を検討する。

ところで、遺跡では、過去の食物 くず、動植物残造、ふん尿、遺体が給源物質 となって、土壌

中に リン酸の高濃度の含有が認められることがある (坂上,1983)。 また、給源物質が植物性で、

しかも土壌への供給量が著 しく夕い場合、その一部が土壌有機物 として残存す る。この場合、植

物性物質の体内に比較的多量に含有 されるカリウム、カルシウム、マグネシウム、硫責が残留す

ることが予想される。また、有機成分の中では脂肪酸が上壌中に残留 しやすい (中 野,1989)。 今

回の調査では、試料の量や分析作業時の取扱いの簡便さを考慮 して、土塊中の リン、有機炭素・
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硫黄、カリウム、カルシウム、マグネシウムを測定することとした。

(2)土塊の素材推定

ミニュチェア土器および軽石製品内の上塊は、外見上いわゆるロームが団子状に丸められたよ

うにみえる。ロームか否かの判断は、風化物層の母材である火山灰破砕物を確認することが最 も

適切な調査方法である。分析手法として、火山ガラスや重・軽鉱物の検鏡観察による同定を行 う

鉱物分析が一般には選択される。しかし、量的に制限のある試料では鉱物組成の把握が的確にで

きない場合がある。本試料 も、鉱物分析のための量が十分ではない。そこで、土器などに付着す

る顔料の構成鉱物を判定する方法 として有効なX線回折分析を用いて、土塊を構成する鉱物の種

類を調査し、土塊がロームであるか否かを検討する。

1.試  料

試料は、38号住居跡より検出されたミニュチュア土器 と軽石製品の上塊である。このうち、 ミ

ニュチュア土器No.2か ら採取された土塊を試料番号 2上、 ミニュチェア土器No.3か ら採取さ

れた土塊を試料番号 3、 軽石製品から採取された上塊を試料番号 4と する。なお、No.2の上器

内の上壌は 2層に分けられたので、土器底部に堆積するローム塊 (試料番号 2下)1′点を別に採

取した。

試料の状態は、各試料 とも半分乾いていた。上色は、試料番号 2上・下で黒味が強 く、試料番

号 3、 4で褐色味が強い。土性は、試料番号 2の上・下で砂を強 く感じ、試料番号 3、 4で粘土

を強 く感じる。このように、試料番号 2上・下 と試料番号 3、 4で上質の状態があきらかに 2分さ

れる (表 1)。 なお、試料番号 4か らは広葉樹に由来する炭化材が認められた。

表 1 土壌理化学分析およびX線回折分析試料の状態

遺構 。遺物名 遺構・遺物名   土色・土性   腐植  乾湿  その他観察事項

38号住居跡No2(ミ ニユチュア土器)

38号住居跡Nα 3(ミ ニュチュア土器)

38号住居跡Nα4(軽石製品)

暗褐(10YR3/3)・ SL 富む 半乾 褐(10YR4/4)混左

黒褐(10YR3/1)。 L  富む 半乾 褐(10YR4/4)イ離

褐(10YR4/4)・ HC  含む 半乾

褐(10YR4/4)・ HC  含む 半乾

2上

2下

3

4

注。(1)土 色 :マ ンセル表色系に準 じた新版標準土色帖 (農林省農林水産技術会議監修,1967)

による。

(2)上 性 :土壌調査ハン ドブック記載の野外土性の判定法 (ペ ドロジス ト懇談会編,1984)

による。

SL・ …砂質壌土 (砂の感じが強 く、粘 りをほとんど感じない)

L。 ―砂質壌土 (砂 と粘 りを半々に感じる)

HC・ ―埴上 (よ く粘 り、砂をほとんど感じない)

(3)腐植含量 :肉 眼観察での目安 (ペ ドロジス ト懇談会編,1984)で ある。
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2.分析方法

(1)土壌理化学分析

土壌標準分析・測定法委員会 (1986)な どを参考に炭素・窒素をCNコ ーダー法、 リンをフッ

化水素酸分解―バナ ドモリブデン比色法、カ リウム・ カルシウム・マグネシウムはフッ化水素酸

分解 ―原子吸光・フレーム法、硫責を高周波燃焼式赤外線分析法でそれぞれ行 った。以下に各項 目

の操作行程 を示す。

①試料調製

105℃ で 5時間加熱乾燥後、粉砕機 (平工製作所製TI-loO)で微粉砕 し (20/メ ッシュ以

下)、 デシケーターに保存する。

②炭素・窒素

微粉砕試料1,000mg前 後を精秤 し、助燃剤 (酸化コバル ト)5.Ogと 混合する。これをサンプル

ボー ドに乗せて、CNコ ーダー (柳本制作所製 :MT-600)に 挿入する。挿入された試料を

キャリアガス (Hc)気流中で950℃ に加熱燃焼する。発生 した燃焼ガスを純化させ、C02及 びN2
の組成にする。次いで希釈、分取の工程を経て、TCD検 出器により炭素および窒素の濃度を測

定する。この測定値から、乾土あたりの炭素量 (T―C%)と 窒素量 (T―N%)を求める。

③ リン・カリウム・カルシウム・マグネシウム

微粉砕試料0.500gを 正確に100容 テフロンビーカーに精粋する。過塩素酸 3お よび硝酸 3を加

え、時計皿で覆って 1時間加熱する。次いで時計皿を取 り去 り、加熱を続けて内容物を蒸発乾固

させる。放冷後、過塩素酸 3、 次いでフッ化水素酸 6を徐々に加えて加熱する。途中過塩素酸の

自煙を約15分間激しく出させた後、加熱を中断する。更にフッ化水素酸 6を追加 し、再び温度を

上げて内容物を蒸発乾固させる。放冷後、 6N塩酸 5、 梢酸 1を加え、時計皿をかぶせて 1時間

軽 く加熱する。次いで水約30を加え、時計皿をかぶせたまま約 1時間軽 く沸騰させて内容物を完

全に溶解させる。分解液を100メ スフラスコに移 し、放冷後定容する。定容液の一定量を試験管

に採取し、水で希釈 した後にリン酸発色 a液を加えて分光光度計でリン酸濃度 (P205ppm)を

測定する。別に定容液の一定量を試験管に採取し、水で希釈 した後に原子吸光光度計でカリウ

ム・カルシウム・マグネシウム濃度 (KoCa・ A/1gppm)を 測定する。それぞれの測定値 を酸化物

換算し、乾土あたりの含量を求める (P205。 K20。 CaO・ MgO%)。

④硫黄

微粉砕試料1,000mg前 後を精紆し、助燃剤 (タ ングステンメタル)1.Ogと 混合する。これをサ

ンプルボードに乗せて、固体中炭素・硫責分析装置 (堀場製作所製EMIA-2200)に 挿入

する。挿入された試料を酸素気流中で高周波加熱燃焼し、発生ガスを赤外線透過吸収によって硫

黄濃度を測定する。この測定値から、乾土あたりの硫責量 (TS%)を 求める。

(2)X線 回折分析
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日本粘土学会 (1987)な どを参考に粉末X線回折法で行った。以下に操作行程を示す。

①試料調製

微粉砕試料をX線回折用アルミ試料板に装着する。

②測定

調製試料を次の条件でX線回折分析を行う。なお、回折線がスケールアウトする部分について

は、Co O unt Fun Scaleを ジ(き くして操ヤ倖を4子 う。

装 置 :島津製作所製XD-3A

Targeti C u(Kα )             Scanning Speed:2°/min

Filter i N i                Chart Speed i 2cm/min

Voltage:30KVP            Divergency:1°

Current i 30■lA                  Recieving SIt:0.3■lrn

Count Full Scale:5,000C/S      Scanning Range:5～ 45°

Time Constanti l.Osec

③同定

測定された回折線の回折角度、原子面間隔および相対強度を計算し、それに該当する鉱物をX

線粉末回折線総合解析プログラム (五十嵐,未公表)に より検索する。

3.結  果

(1)上壌理化学分析

結果を表 2に示す。

表 2 土壌理化学分析の結果

資料番号  C%  N%  C/N  P205× 100  K20%  CaO%  MgO%  TO― S%

2」と       2.67     0.20      13         0.23         1.34       0.87       1.82      0.355

2¬ド       4,71     0.31      15         0.35         1.34       0.82       1.74      0.175

3        1.72    0.15     11        0.31        1.29       0。 99       2.05     0.241

4        1.59     0.13      12         0.33         1.27       1.02       2.18      0.280

C:炭素,N:窒素,P20段 リン酸,K20:カ リウム,CaO:カ ルシウム,MgO:マ グネシウム,C/N:炭素/窒素比(炭素率),

C/P205× 10∈炭素/リ ン酸比の100倍 ,To― S:全硫黄

以下に、各測定項目毎の結果について記す。

炭素・窒素 :試料番号 2下で、炭素・窒素 ともに最 も高い値を示す。次いで、試料番号 2上で高

く、試料番号 3、 4は両者 とも比較的近似 した低い値 を示す。炭素率についても、ほぼ同様な傾

向である。

有機物量の最 も多い試料は試料番号 2下である。ロームー般の含有量 としては、かな り高 く、

黒ボク上の含量にほぼ匹敵する。
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リン :各試料 ともに0.3%程度の値を示す。また、各試料間に差は認められないが、炭素/リ ン

酸比では、試料番号 2下 よりも試料番号 3・ 4でかなり低い傾向が認められる。すなわち、この

2つの試料は炭素量に比較してリン含量が高い。

カリウム :各試料 ともに1.3%前後の近似した値 を示す。

カルシウム :各試料 ともに0.8～ 1.0%の値を示す。ただし、試料番号 3・ 4でわずかに高い含量

を示す。これは、炭素、カリウムと反対の傾向である。

マグネシウム :1.7～ 2.2%の値を示すが、試料番号 3、 4と 試料番号 2上・下にあきらかな差が

認められる。これは、カルシウムと同様な傾向である。

硫黄 :試料番号 2下以外の試料は、いずれも高い値を示している。

(2)X線回折分析

X線回折チャー トと検出鉱物を図 1～ 4に示す。

・試料番号 2上 (No。 2ミ ニュチュア土器上の土塊 )

主な検出鉱物は、石英 (quartz)、 斜長石 (plagioclase)、 クロライ ト (chlorite)、 自雲母 1

M(musco� te)、 クリス トバライト (cristobalite)で ある。

・試料番号 2下 (No。 2ミ ニュチュア土器下のローム塊 )

主な検出鉱物は、石英 (quartz)、 曹長石 (albite)、 ヵ り長石 (K― feldspar)、 クロライ ト

(chlorite)、 自雲母 lM(musco� te)、 クリス トバライ ト (cristobalite)で ある。

・試料番号 3(NO.3ミ ニュチュア土器の上塊 )

主な検出鉱物は、石英 (quartz)、 斜長石 (plagioclase)、 カリ長石 (K feldspar)、 クロライ

ト (chlorite)、 自雲母 lM(musco� te)、 クリス トバライト (cristobalite)で ある。

・試料番号 4(軽石製品の上塊 )

主な検 出鉱物は、石英 (quartz)、 曹長石 (albite)、 ヵ り長石 (K feldspar)、 クロライ ト

(chlorite)、 自雲母 lM(musco� te)、 クリス トバライ ト (cristobalite)で ある。

検出される鉱物は、各試料 ともに火成岩あるいは変性岩によく認められる主要な構成鉱物であ

る。また、試料番号 2下のローム塊もほぼ同じ鉱物組成が認められる。

4.考察

(1)土鬼中への有機質混入の有無の検討

土壌中に含まれるリン酸の一般的天然賦存量 (P205%)については、次のような報告例があ

る。Bowen(1983)では中央値が0.2%、 Bolt・ Bruggenwert(1980)で は0.1～ 0.25%、 川崎ほ

か (1991)で は黒ボク上の平均値が0.21%、 天野ほか (1991)で は0.27%以下とされる。この報

告例から推定される最高値は0.3%程度である。

また、Bowen(1983)ではリン、カリウム、カルシウム、マグネシウム、硫責の動植物体内

含有量は次のように報告されている。 リンの動植物体内含有量 (Pmg/Kg乾物)は、陸上植物で
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120～ 3000、 可 食 野 菜 で130～ 10000、 哺 乳 動 物 の 筋 肉 で3000～ 8500、 哺 乳 動 物 の 骨 で

62000～ 71000、 海藻で2800～ 4000、 海水魚で18000と 報告 してお り、植物 より動物の方が含有量

は高い。 したがって、0.3%を著 しく越えるリン酸含量が認め られる場合は、一部の鉱物起源 を

除 き、その物質は動物起源である可能性があ る。カ リウム含量 (Kmg/Kg乾物)は、土壌 で

14000、 陸上植物で5000～ 34000、 可食野菜で1000～ 68000、 口甫乳動物の筋肉で16000、 哺乎し動物の

骨で2100、 海藻で32000～ 52000、 海水魚で15000と されるデー タがあ り、植物T7H内 の含量は リン

と反対に植物で高い。カルシウム含量は、哺乳動物の骨で陸上植物の5～ 10倍 も高い。マグネシウム

含量(Mgmg/Kg乾物)は、土壌で5000、 陸上植物で1000～ 9000、 可食野菜で700～ 5600、 哺孝し動物の

筋肉で900、 哺乳動物の骨で700～ 1800、 海藻で6400～ 20000、 海水魚で1200と され、概 して植物

休の方が休内含有量は高い。硫黄含量 (Smg/Kg乾物)は、土壌で700、 陸上植物で1000～ 9000、

可食野菜で600～ 6000、 哺乳動物 の筋肉で5000～ 11000、 哺乳動物の骨で500～ 2400、 海藻 で

8000～ 30000、 海水魚で4700と され、動植物体内の含有量が高い。

この他、カリウムはK20と して火山灰土壌で0.57%、 沖積水田で1.23%含 まれ (永塚 。大羽,

1988)、 別に1.36%と いう報告 もある (大森,1976)。 カルシウムは、CaOと して火山灰土壌で1.

49%、 沖積水田で1.81%含 まれ、土壌中の一般的含有量は0.1～ 5.0%と いう報告もある (藤貫,

1976a)。 マグネシウムは、MgOと して火山灰土壌で1.50%、 沖積水田で1.11%含 まれ、カルシ

ウム含量に近似している。また、別にマグネシウムの土壌中の一般的含有量は0.2～ 2.5%と いう

報告 もある (藤貫,1976b)。 硫責は、土壌中の一般的存在量 として0.01～ 0.15%、 平均値0,085

%と いう報告例がある (貴志,1976)。 また、辻 (1980)では野草地上壌において火山灰土壌 (50

点)の表層土で平均0.107%(変動係数44)、 下層土B層で平均0.105%(変動係数52)、 下層土C

層で平均0.072%(変動係数103)、 鉱質土壌 (23点)の表層上で平均0.043%(変動係数52)、 下

層土B層 で平均0.034%(変動係数41)、 下層土 C層 で平均0.024%(変動係数41)と 報告 してい

る。

今回の土壌理化学分析の結果では、 リン酸・カリウム・カルシウム・マグネシウムが一般的な

含量範囲内、硫黄が上記の報告例 よりあきらかに高い値を示 した。しかもミニュチュア土器No.

2の下層 (試料番号 2下)以外はいずれも高い値を示 していることが特徴である。

一方、 ミニュチュア土器No.2下層のローム塊 (試料番号 2下)で有機炭素量が高いのが特徴

である。しかし、この含量はロームー般の含量 (1～ 3%)か らみればかなり高 く、後天的に多

量な有機物が供給されたことの他に、黒ボク土など有機物の多い土壌が混ざり込んだ可能性があ

る。現段階で、どちらの影響かは判然としない。 したがって、住居跡覆土や基本土層などの対照

試料を基準にした各土塊の有機物供給量を把握する必要がある。また、 リン酸などの無機成分に

ついては、マグネシウム、硫黄を除 く各成分で特徴的な富化は認められない。 とくに、 リン酸は

天然賦存量、ローム塊含量、土塊含量がほぼ同じ値である。したがって、土鬼内に食物や動植物

残澄などの痕跡は認められない。一方、硫責は天然賦存量よりも全体的に高 く、しかもミニュチ
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ュア土器No.2の下層以外の試料で高い特徴がある。 また、マグネシウムも相対的には硫黄 と同

様な傾向が認められる。 しか し、このソくについて も、 リン酸成分などの結果を考慮すると、動植

物体成分が混入 したことによる富化 とは言い切れない。以上のように、今回分析対象 とした ミニ

ュチュア土器・軽石製品内の土塊中に植物質食料や獣脂肪などの有機物が混入 していたとは考 え

に くい。

(2)土塊の素材推定

X線回折分析の結果、 ミニュチュア土器および軽石製品内の上塊 とは、いずれ もほぼ同 じ鉱物

組成が認められた。これより、この上塊はいわゆるロームと判断される。

なお、軽石製品内部の上塊 (試料番号 4)に は広葉樹に由来 した炭化材が認め られた。ただ

し、この炭化材がローム中にもともと混入 していた物か、人為的に入れられた物かの判別はつか

ない。
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新井下遺跡第 8号住居址出土鉄鏃の金属学的解析

新 日本製鐵株式会社釜石製鐵所釜石文化財保存処理センター

報告作成者 佐々木 稔

〔要 旨〕

鉄鏃の鏃身に近い茎の個所から錆片を採取して ミクロ組織を調査 した結果、もとの鋼は炭素含

有量が0.1%程度の軟鋼であることがわかった。

鏃身の部分は通常硬・軟の鋼を鍛接する合わせ鍛えの方法で作られるので、この鉄鏃は全体 と

して鋼製の鍛造品と推定され、鋳造品でないことは確かである。

始発の原料鉱石の種類を判定するための標識成分の中では燐がやや高めであり、磁鉄金岡の可能

性も考えられる。

1.実験結果ならびに考察

(1)錆片試料の採取と分析方法

図 1に 示す個所から、鉄鏃の形状を損ねないよう注意深 く小さな錆片を採取 した。

資料は三分 し、一方は樹脂に埋め込み、研磨 して顕微鏡観察を行った。他方は微粉砕 したのち、

化学分析 (ICP法による)に供 した。

(2)分析結果と考察

①顕微鏡観察によって黒錆層の ミクロ組織を調べた結果、もとの鋼の結晶組織を推測させる部

分 (写真 1参照)が見つかったので、これから錆びる前の鋼の炭素含有量を評価すると0.1%前

後になり、茎は軟らかい銅で作られていることがわかった。

鉄鏃の身の部分は、通常硬・軟の鋼を鍛接 した合わせ鍛えの構造になっている。 したがってこ

の鏃は全体 として鋼からなる鍛造品であり、鋳造品ではない。

②始発の原料鉱石を判定する上での標識成分は、これまでの研究結果に基づけば銅 Cu、 燐

P、 ニッケルNi、 コバル トCOが知 られているl121。 チタンTiは、銅中の非金属介在物 (銅

の精錬過程で分離しきれずに残ってしまった微小な鉄津)を構成する成分なので、ここでいう標

識成分にはならない。

これらの成分の分析結果は、表 1に示 した。報告者等は鉄錆中の含有量レベルが0.1%を 越す場

合に一応磁鉄鉱と見なしているが、この鉄鏃では判定基準を越える成分はなく、燐の006%がや

や高めであるに過ぎない。「磁鉄鉱の可能性 もある」という表現が適切といえよう。
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③本鉄鏃は10世紀から■世紀にかけての住居址から出土したものといわれる。この時期の鋼製

造法と鉄器の材質については、最近の研究によってかなり明確になりつつあり、その中から関係

の深い若千の調査例3141を 引用して、鉄鏃が製作された技術的条件について考察 して見たい。

表 1に 比較例を示 した。Nα 2の塩尻市吉田川西遺跡出土の鋼素材は、燐 (P)が0。 201%と 高

いことが特徴的である。砂鉄が始発の原料の場合は、高 くても0.0数パーセン トを越えることは

ない。明らかに磁鉄鉱原料である。この時期に国内では磁鉄鉱の鉱山は稼行 してはいないので、

輸入の銑鉄を処理 して鋼にしたものと考えられる。

注)銑鉄は鋳物にするような脆い鉄で、炭素量を4%前後含有している。炭素 を低減する処理

を行って、鍛造が可能な鋼に変えなければならない。この鋼素材は非金属介在物中にチタン化合

物が見出されないので、この遺跡内で製造された鋼ではなく外部から搬入されたことが推測され

る。

Nα 3の 刀子も燐がかなり高目で、やは り磁鉄鉱の可能性がある。Nα 4の刀子は燐だけでなく、

銅 (Cu)ま でも高い (0.58%)、 始発原料は含銅の磁鉄鉱で、もとの銑鉄は国外の生産 と考え

なければならない。Nα 5は鉄鏃の例で、燐は0.527%で あるから、磁鉄鉱が原料である。

こうして鋼素材や鍛造鉄器の調査例 と比較、検討して見ると、おそらく本鉄鏃Nα 2の吉田川西

遺跡出土と同様の銅素材を加工して製作されたのではないかと思われる。
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図 1 試料錆片の採取個所

写真 1 錆片の ミクロ組織

t、 )内はメタルが存在する

フェライト粒の大きさは、

約35～ 4銘mで元の組織は

鋳鉄ではなく鋼組織を示す。

表 1 採取 した錆片の化学組成と比較例

注 )No 2は HC前 半、No 3は HC中 葉、No 4は 12C前 半、No 5は 12C頃 。

同左模式図

Nt 遺 跡 名 種 類 化学成分 (%)
Ｆ
Ｆ Cu

Ｄ
ｆ Ni Co

甲
二

I 茅 野 市 新 井 下 鉄 鏃 63,5T 0,OH
０

，

０１

一

1,984 t,019 0,〕H

塩尻 市 吉 田川 西 素 材 9州 t,tW 卿
一

t,004 9,019 0,105

６
く
υ 同 上 刀 子 0,側 9

０

，

ＯＴ８

一
t,側 T

オ
仕 同 上 刀 子 岬

一
t,246 0,側 8

青森 県蓬 田大館 鉄 鏃 53,84 0,tl 0,52T t,OT2

―- 95 -―



―

―

―

―

Ⅶ



―
　
新
井
下
遺
跡
周
辺

レ
蓼
科
山

＞
中

ッ
原
遺
跡

＜
新
井
下
遺
跡



図 聞 　 囀

調
査

区
全

景
 

北
東

側
か

ら



①
茅
野
市
立
北
部
中
学
校
社
会
科
発
掘
体
験
授
業

③
湖
東
小
学
校
六
年
歴
史
体
験
学
習

で
小
平
恭
尖
石
考
古
館
長
か
ら
説

明
を
聞
く
生
徒



①第1号住居址遺物検出状況 南側から

②炉内土器検出状態

④
外
側
の
埋
甕

⑤
内
側
の
埋
甕

③炉脇土器検出状態



①第 2号住居址遺物検出状況 南西側から

②炉南西の土器検出状態



④北西側埋甕

①第3号住居址遺物検出状況 北西から

⑤炉内土器検出状態

②第3号住居址遺物検出状況 南北から ⑥炉南西土器検出状態

③第3号住居址炉周辺遺物検出状況 南東から ⑦南西側埋甕



①第4号住居址 東側から ②第5号住居址 西側から

③第6号住居址遺物検出状況 南西側から ④埋甕

①
鉄
鏃
検
出
状
態

⑩
竃
　
北
西
側
か
ら

⑤炉南側床直上の土器

⑥第7号住居址遺物検出状況 南西側から ⑦炉内の上器 ③炉南西床直上の土器

③第8号住居址 西側から



①第9号住居址 南西側から

＜
②
埋
甕
検
出
状
態
＞
③
埋
甕
内

④第10号住居址 南側から ⑤第11号住居址 南西側から

⑥第12号住居址 西側から ⑦第13号住居址 南西側から

③
第
１４
号
住
居
址
埋
甕

③
第
１４
号
住
居
址
遺
物
検
出
状
況



図版  9

①第15号住居址遺物検出状況 南西側から ②内側埋甕 ③外側埋甕

④第16号住居址 南西側から ⑤第17(奥)39(手 前)号住居址 南西側から

南根llDゝ ら18号住居址⑥第

③
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号
住
居
址
竃
　
北
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か
ら

⑦第19号住居址 南西側から



②第21号住居址床直上の上器

①第21号住居址 南西側から

レ
⑤
第
２５
号
住
居
址
埋
甕

＞
⑥
第
２５
号
住
居
址
伏
甕

③第22号住居址 東側から

④第25号住居址遺物検出状況 南西側から ⑦第25号住居址出土土器



②第26号住居址埋甕 ③炉内土器

①第26号住居址遺物検出状況 南西側から

⑤第28号住居址遺物検出状況 南東側から

④第27号住居址遺物検出状況 南西側から ⑥炉内土器

⑦第29号住居址遺物検出状況 南側から

甲
姶

詩
芦

③炉内土器

③第30号住居址 (人のいる所が柱穴) ⑩第31号住居址 西側から



①第32号住居址遺物検出状況 南西側から ⑤第35号住居址 北西側から

②第33号住居址遺物検出状況 北西側から ⑥第36号住居址 南西側から

③第33号住居址竃 北西側から ⑦第36号住居址埋甕

〔
一
麟

（§

オ

ａ

ｔ

④第34号住居址 西側から ③第37号住居址 北西側から



①第38号住居址遺物検出状況

②祭壇北西側の軽石製品と

土器,南側から見た祭壇

指差 している所が祭壇 北東側から

③東側の埋甕

④西側の埋甕



①第 1号方形柱穴列 南東側から

②第 1号円形柱穴列
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②
第
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対
比
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⑤第4号土坑 北側から①第1号土坑遺物検出状況 上が北東を向く
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